
• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 

 

 

 

 

 

令和８年１０月８日 

 

厚 生 委 員 会



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １  

 

午前９時５７分開会 

○白石正輝委員長 おはようございます。 

  開会時間前ですけれども、出席予定者全員がお

そろいですので、ただいまより厚生委員会を開会

いたします。 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 本日の記録署名員２名を私より

御指名申し上げます。 

  石毛委員、横田委員、お願いいたします。 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 それでは、議案の審査に入りま

す。 

  （１）第９４号議案 債権の放棄についてを議

題といたします。 

  執行機関の説明をお願いいたします。 

○福祉部長 おはようございます。 

  それでは、厚生委員会議案説明資料福祉部の２

ページをお開き願います。 

  関係件名は、債権の放棄、足立生業資金貸付け

債権でございます。ちらの放棄をお願いしたいと

いうものでございます。 

  内容といたしましては、かなり前の債権でござ

いますが、平成１２年に借受けの方は、足立区島

根で小料理店を営まれていた方で、その営業に使

用する車両、車の購入資金として２００万円を借

り受けたものでございます。 

  その後、利子も含めて７７万円余の返済をいた

だいていたところですけれども、今回残りの１２

４万９，０００円余を放棄させていただきたいと

いう内容です。 

  この借り受けた方につきましては、現時点では、

生活保護の受給中ということになっております。

これまで地道に返済をいただいておりまして、生

活保護受給中の後も少ないながらも１，０００円、

２，０００円程度毎月返済をいただいていたとい

うところでございますが、ここに来て、お体の調

子も悪くなってきて、なかなか厳しいという状態

が続き、この方から返済いただくことは非常に難

しかろうというように考えております。そして、

この方の債権には連帯保証人の方がいらっしゃい

ました。ただ、連帯保証人の方は既にお亡くなり

になっている状態です。連帯保証人の相続人の方、

お子さんが二人いらっしゃいましたが、御長男の

方は現在生活保護の受給中の方です。長女の方に

つきましては、生活保護の受給中ではありません

が、現在緑内障の末期の状態ということで、ほと

んど目が見えないというような状況で、収入もほ

とんどないというような状況ですので、返済が難

しいというようなケースです。 

  以上のような状態でございましたので、債権等

処理判定委員会に債権放棄の諮問をしたところ、

債権放棄が妥当であろうというような諮問答申を

いただきましたので、今回議案として上程させて

いただいたものでございます。 

  御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  何か質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 債権放棄の経過ということであり

ますが、昨日まで決算特別委員会があり、この計

令和７年度の決算書を見ても、生業資金貸付金元

金が予算が２１７万円だったところ、決算額が１

２９万円という形で、まだ貸付けが残られている

方ですとか、そういう方々もいらっしゃる中では

あるのですけれども、こういった連帯保証人の

方々が高齢になっているということもしっかりと

対策をしていただきながら、今回のケースは、返

済が苦しいというお話でございますので、可決で
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お願いしたいと思います。 

○長井まさのり委員 可決でお願いいたします。 

○横田ゆう委員 借受人は生活保護を受けている、

そして、連帯保証人は亡くなっていて、相続人の

長男は生活保護を受けている、長女は病気という

ことで、返済できる見込みがないため、債権放棄

はやむを得ないと思います。賛成です。 

○野沢てつや委員 可決でお願いします。 

○白石正輝委員長 それでは、本議案につきまして、

採決をいたします。 

  本議案は、可決すべきものと決定することに御

異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○白石正輝委員長 異議なしと認め、さよう決定さ

せていただきます。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 

［執行機関一部退席］ 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 それでは続きまして、請願・陳

情の審査に入ります。 

  （１）５受理番号８ 介護保険料負担を減らす

「介護保険料負担軽減給付金」制度の創設と介護

従事者の待遇改善を求める陳情を議題といたしま

す。 

  これにつきましては、報告事項４番と５番が関

連しておりますので、併せて御説明をお願いした

いと思います。 

○高齢者施策推進室長 福祉部報告資料１５ページ

を御覧ください。 

  まず、報告事項４になります。 

  足立区高齢者保健福祉計画第１０期介護保険事

業計画策定に伴う中間報告についてになります。

中間報告まとまりましたので、今回御報告するも

のです。 

  主な内容につきましては、項番１に記載がござ

いますが、５つの章立てで掲載しております。そ

の第５章ですけれども、第１０期介護保険事業計

画ということで、今後のサービス利用者数や施設

整備計画等から３か年の給付費を推計いたしまし

て、第１０期の介護保険料を検討案として御提示

しております。 

  今の第９期につきましては、保険料６，７５０

円ですが、今回御提示している第１０期の検討案

は、基準額７，２３０円から７，７００円となっ

ております。 

  今後の予定ですけれども、公聴会を１０月２０

日から始め、７回開催する予定でおります。また、

パブリックコメントにつきましては、１０月１６

日から１１月１６日、約１か月を予定しておりま

して、皆様からいただいた御意見等を踏まえ、令

和９年３月本計画を策定する予定となっておりま

す。 

  この中間報告、現段階での考え方を御提示して

いるものでありまして、今後公聴会やパブリック

コメント等区民の方からの御意見、それから厚生

労働省からもこの後通知が来る予定でおりますの

で、そういったものを併せ、また、検討いたしま

して、本計画を策定してまいりたいと考えており

ます。 

  続きまして、１７ページです。 

  令和７年度の介護保険料の収納率、それから差

押え人数、金額等について御報告をいたします。 

  収納に当たりましては、現年度対策を重視いた

しまして、滞納させないための取組、それから初

期滞納者への早期対応を行いましたところ、令和

７年度９７．６９％ということで、高い収納率を

維持しております。 

  差押え等ですけれども、再三の督促、催促を行

っても、保険料納付がない滞納者に対しまして、

法令に基づき財産調査を行った上で、差押えや執

行停止等を実施しております。令和７年度差押え
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は３５６人、執行停止につきましては５１０人と

いうことになっております。今後も財産がある滞

納者の方に対しては適切な対応、そして、生活困

窮等で納付が困難な方に対しましては、滞納者の

方に寄り添った丁寧な対応を引き続きしてまいり

ます。 

  報告は以上です。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  何か質疑ございますか。 

○長井まさのり委員 それでは、１０期の介護保険

事業計画策定、収納率について、若干伺わせてい

ただきます。 

  この令和７年度の６５歳以上の被保険者数は微

減と聞いておりますけれども、また、介護保険料

現年分の収納率は増加となっておりますけれども、

この分析についてはどうか伺います。 

○介護保険課長 こちらは、長井委員おっしゃると

おり、被保険者数は微減という状態でございまし

たが、収納率は増加をさせていただいています。

要因といたしましては、令和７年度から預貯金の

照会については電子照会という形で、これまで紙

で行っていたものから電子に切替えをさせていた

だきました。 

  その結果、前年度９，９００件程度の照会件数

から、令和７年度については２万５，０００件を

超える調査件数まで増加をしたというところを寄

与しまして、収納率の伸びにつながったというふ

うに認識をしております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  財産調査の電子照会とともに、この初期滞納者

へのアプローチもあったのかなと思いますけれど

も、その辺の状況は分かりますか。 

○介護保険課長 初期滞納者へのアプローチについ

ては、これまでも実施をさせていただいていまし

て、なるべく滞納が始まった段階から、こちらか

ら督促、それから催告、また、それ以外の電話で

の催告ですとか、お手紙での催告、そういったも

のを通じて、なるべく滞納を長期化させないよう

な取組というのを進めております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  電子照会とともに、初期滞納者のアプローチも

幅広く網を張っていただいて、早期に手を打って

いくことが重要なのかなとは思います。この保険

給付費も増となっていますけれども、その主な要

因についても伺います。 

○介護保険課長 こちらでございますけれども、特

別養護老人ホームが２か所、令和７年度にハピネ

スもときですとか、花畑にも開設をさせていただ

いております。そういった特養の施設の伸びとい

うところが高齢者の利用者数の伸びというものに

相まって増加したというふうに認識をしておりま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  特養も現在３３か所ぐらいになるのですか。そ

の特養の開設以外では、この要因というのはどう

いったことが考えられるのでしょうか。 

○介護保険課長 足立区の中では、今、在宅で生活

をされたいという方が実態調査の結果からも増え

ておりまして、そういった方々が使う在宅のサー

ビス、例えば訪問看護ですとか、医療のサービス

も組み合わせて在宅で長く暮らしていくというと

ころのサービスの需要が増えているというふうに

認識をしております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  特養の開設とともに介護と医療の伸びが影響し

ているのかなと思います。 

  この令和８年度の特養の開設計画、また、今後

の整備方針ということについてはいかがでしょう

か。 

○高齢者施策推進室長 令和７年度末に開設された

特養に関しましては、その３年ぐらい前の期間に

公募をしてというところから始まっています。整

備方針の中では、令和６年度、それから令和８年

度にまた新たに公募する予定でおりましたが、ユ
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ニット型の空所ですとか、人材の確保の問題等も

ありまして、その公募につきましては凍結という

ことで実施はしておりません。ですので、今、第

１０期に建設する予定の特養はないという状況に

なっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  ユニット型であったりとか、人材の確保という

ことでございますけれども、そうしたことととも

に、この待機者をしっかり減らしていくというこ

ともまた重点をおいていただきたいなと思います。 

  現在の待機者はどのぐらいいるのか。また、今

後減らしていく目標など、今、整備方針は凍結と

いうことでありますけれども、そうしたことで大

丈夫なのか、伺います。 

○高齢者施策推進室長 ９月３０日時点で、待機者

１，６１４人おります。待機者を減らしていく取

組としましては、まず入所の審査会、それを年５

回だったものを今毎月やっております。こうした

ことでも、以前は２，０００人いた待機者が減っ

てきているという状況にはなっております。また、

待機している方の中には、その施設の医療的対応、

そこに合わないようなもう少し医療が高い方がい

らしたりということで、この７月から相談やって

いますけれども、そういった方々を専門の相談員

から直接こちらからお声掛けをして状況を伺って、

その方に合う施設、希望先をつなぐというような

こともやっております。 

  また、その施設相談で、本当に皆さん一般的に

は、何か高齢者になったら特養という思いがある

のですけれども、８つの高齢者施設ございますの

で、その方に合った状況の施設を選んでいただく

というようなことでも、待機者対応策としてやっ

ております。 

  これからも相談事業を含めまして、もろもろや

っていきますので、待機者につきましては、目標

というところがちょっと定まっていないところで

はありますけれども、減らしていくような形で対

策していきます。 

○福祉部長 若干補足させていただきます。 

  整備方針につきましては、昨日、決算特別委員

会の中でも区長から答弁があったかと思うのです

けれども、新しい整備方針というものを私どもで

検討中です。従前長いスパンでの１０年単位ぐら

いでの整備というような形でやっていたのですけ

れども、なかなかそれでは機を逸する部分もある

し、供給過剰なってしまう場合もあるので、もう

少し期間を短くしたような考え方の整備方針とい

うのを今詰めているところでございます。 

  詳細を詰めた上で、また議会にも御報告させて

いただきたいと思っております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  真に待機をしている方であったりとか、また優

先的に入所が必要な方、そうした方々をしっかり

精査して、把握していただいて、今回の決算特別

委員会の中で、我が党の石毛委員からも質疑がご

ざいましたけれども、しっかりまたそうしたこと

も把握していただきたい、整備方針に生かしてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

  また、７月から開始した高齢者施設入所相談員

の状況、相談内容も含めて、７月、８月、あと９

月と、もし分かれば件数なども教えていただきた

い。内容についてもお願いいたします。 

○高齢者施策推進室長 相談の件数ですけれども、

９月末までで１８３件ということで、７月が五十

数件、８月が７１件という形になっております。

また盛り返してきたような形です。 

  相談の内容につきましては、御自身が単身で過

ごしているのだけれども、もう年齢も年齢なので

施設に入った方がいいのかというような方からの

相談がありまして、そちらについては、現在の御

様子を伺って、まだ在宅での生活で十分大丈夫で

すよということでお話すると、安心して過ごされ

た。また、医療の状態が非常に高い方が中にいら
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っしゃいまして、やはり特養ということ１本でお

話があったのですけれども、介護医療院等のとこ

ろにお話するですとか、あと相談員だけでは対応

できない場合は、病院や施設、ケアマネジャー等

ともいろいろ連携しながら、その方の御相談に乗

っているというような状況になっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  １８３件ということで、相談内容も多岐にわた

るかと思います。また、相談方法は、対面か電話

での相談かと思いますけれども、聴覚に障がいが

ある方、また単身でお住まいの方も中にいらっし

ゃるかと思いますので、しっかりその点は、丁寧

な対応をお願いしたいと思います。 

  また、これまで９期から１０期に向けて、介護

保険料の基準額の抑制に向け、様々取り組んでき

たかと思いますけれども、振り返ってどのように

取り組んで、その効果についてはどうか。まず介

護保険課、そしてまた、高齢者はつらつ支援課で

はどうか伺います。 

○介護保険課長 介護保険の分野で申しますと、や

はり先ほども御報告させていただいた収納率、こ

ちらが高ければ高いほど皆様の保険料の負担とい

うのが減るような形となっておりますので、そう

いったところを、これまでもそうですけれども引

き続き強化、推進をしているというところでござ

います。 

○高齢者はつらつ支援課長 介護予防の分野では、

当然高齢者が要介護状態になることを防ぐという

ところで介護給付費の抑制に資するというふうに

考えております。 

  区では、介護予防チェックリスト等で、早期発

見というところを努めてまいりましたし、各種介

護予防教室やっております。また、特に、昨年度

から始めました「あだち脳活ラボ」こちらは、登

録者数も順調に増えておりまして、この介護予防

に関する様々なデータを集められるというところ

で、今現在この介護の予防の効果の分析に取りか

かっているところでございます。今年中に分析を

終わらせて、終わりましたら議会にも報告させて

いただきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。今、「あだち

脳活ラボ」とありましたけれども、登録者数は今

どのぐらいで、あと目標としている数字、また、

そうしたこのデータをしっかり★★して、今後分

析そしてまたしっかり検証に生かしていただきた

いと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 登録者数は、６５歳以

上の方の登録者数が３月時点で５，０００人余、

今現在は６，０００人を超えております。今年度

の目標は７，０００人を目指してやっているとこ

ろです。 

  こちらの分析なのですけれども、「あだち脳活

ラボ」の利用状況と、あと、ほかの健診結果です

とか介護認定のデータ、こちらを組み合わせて分

析を行いまして、どのような効果が出ているかと

いうところを検証している最中でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  分析そして検証して、しっかりまた報告もして

いただきたいと思います。 

  また、基金の取崩しについて、たしか９期のと

きは３０億円の取崩しがあったかと思いますけれ

ども、１０期に向けてはどうなのか、伺います。 

○介護保険課長 これまでも計画策定時におきまし

ては、保険料の負担をなるべく少なくとさせてい

ただくために、基金の取崩しをさせていただいて

おります。９期は、長井委員おっしゃるとおり、

３０億円という基金を取崩しさせていただいたと

ころですが、１０期につきましても、現在、９月

の補正予算はお認めいただいた段階で、約今２０

億円となっておりますけども、その辺りについて

は、保険料抑制のために活用させていただきたい

というふうに考えております。 

○長井まさのり委員 今２０億円とありましたけれ

ども、今後介護保険料の収納率を先ほどあったよ
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うに、初期対応のアプローチをしていただきなが

ら更に上げていくとともに、国においても１０期

に向けた法改正などもあるかと思います。これま

で公聴会を６回開催して、区民からはどのような

声があったのか伺います。 

○介護保険課長 やはり区民の方に一番関心が高い

のは保険料に関する部分でございまして、例えば、

パブリックコメントなども同じなのですけれども、

７割、８割方の方が保険料が高いというところを

何とか安くしてほしいというようなお声というの

をいただいています。それ以外にも、利用のサー

ビスの負担ですとか、あとは人材の確保、サービ

スの確保の部分ですとか、事業者の方の目線から

のような視点ですとか、利用される御家族の目線

からの様々な御意見というのをいただいておりま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  ９期の計画においては、介護予防に力を尽くし

ていくということで１０円値下げしたかと思いま

す。その上で、この１０期の保険料の基準額案で

提示がありましたとおりに、７，２３０円から７，

７００円とのことでありますけれども、先ほどあ

った基金の取崩し２０億円を踏まえて、区の認識

はどうなのか、伺います。 

○介護保険課長 今回お示しをさせていただいた中

間報告案でございますけれども、あくまで現時点

における状況ということでお示しをさせていただ

いたものでございます。また、今後につきまして

は、こういった直近の介護サービス費の給付費の

推移、例えば、今般ですと令和８年６月に報酬改

定が臨時でございましたけれども、そういった部

分の伸びですとか、あとは、それ以外のサービス

全体の伸び、そういったものをもちろん勘案する

必要があると思いますし、一方で、先ほど長井委

員から御指摘いただいたような保険料の収納率の

部分ですとか、あとは介護予防の部分、また基金

の取崩し等も含めて、その辺りもなるべく区とし

ては、利用者の方の負担が減らせるような部分と

いうのを考えながらも、この介護保険制度が持続

可能で維持できるような形となるように、全体の

計画については、そういったところも踏まえて考

えていきたいというふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今後パブリックコメントも予定をしております

けれども、今物価高騰の中、この７，７００円と

なれば９期と比較して、一気に１，０００円近く

上がることになります。これはもう大変な死活問

題になりますけれども、区民からの御意見をよく

聞いていただいて、また事業者の処遇改善ととも

に、また利用者とのバランスも非常に重要である

かと思いますので、双方の立場に立った本計画の

策定を要望いたしますけれども、最後に、高齢者

施策推進室長いかがでございますか。 

○高齢者施策推進室長 今、長井委員からお話があ

りましたように、やはり７，７００円というのは

かなりの高額だなというふうに私も感じておりま

す。介護予防等にも努め、力を入れてまいります

し、少しでも区民の方の御負担が少なくなるよう、

努めていきたいと考えております。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

○横田ゆう委員 今回第１０期の介護保険計画中間

報告案が発表されましたが、この中で、次回の保

険料の値上げ幅が７，２３０円から７，７００円

と、４２０円から最大で９５０円の値上げという

ことで大変驚きました。周りの方にもちょっと御

意見伺いましたけれども、これは、もう本当に耐

え難いということを言っておられました。あらゆ

る方策を取って、値上げは最小限に抑える努力を

するべきだと思いますが、いかがでしょうか。 

○介護保険課長 横田委員おっしゃるとおり、我々

としても値上げをさせていただく前提の計画とい

うふうには考えておりませんけれども、少なくと

もこの介護保険制度が持続できるような形では考

えております。その中で、最大限区民の方の御負
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担を少なくできるように努力してまいります。 

○横田ゆう委員 昨日まで行われていました予算特

別委員会で、我が党は、介護保険特別会計の中に、

一般介護予防事業として、一般の方も参加できる

「パークで筋トレ」ですとか、「ウォーキング教

室」、総合型地域クラブ介護予防事業、住区セン

ター介護予防事業が入っていることを指摘しまし

た。区の回答、答弁は、もともとはスポーツ振興

課でやっていた事業ということで、高齢者の方に

も御活用ということで一緒に連携していると言っ

ておりました。 

  この介護保険会計に入れるか、入れないか、ど

うするかは仕切り直しを検討させていただくと答

弁がありましたが、この点ではどうなりましたで

しょうか。 

○介護保険課長 横田委員御指摘のとおり、決算特

別委員会の中で、はたの区議から御質問ございま

したけれども、その中で、この「パークで筋トレ」

等の一般介護予防事業の中で、高齢者以外の方が

利用されているというところを御指摘いただきま

した。その辺り予算の部分については、仕切り直

しをさせていただくということで御答弁させてい

ただいたところですが、これについては、今、内

容を精査中ということでございます。 

○横田ゆう委員 そして、もう１つですが、介護保

険会計の中に入っている問題として、「ぱく増し」

事業の普及啓発の施策に係るのぼり、お弁当に貼

るシールの作成やリーフレットの作成も介護保険

特別会計から支出されていることも指摘しました

が、これも一般会計からの支出で賄えるものでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 「ぱく増し」の事業の

特に啓発の部分についての予算書上の記載につい

ての御質問かと思います。 

  「ぱく増し」事業については、高齢者のフレイ

ル予防というところで、フレイルに資する介護の

給付のところにも介護予防に資するというところ

で「ぱく増し」の事業をやっております。フレイ

ル予防というところでやっていますので、そちら

の部分については、介護保険特別会計で計上させ

ていただいているものでございます。 

○高齢者施策推進室長 若干の補足ですが、「ぱく

増し」というのは、栄養施策というだけではなく

て、高齢者の方、運動するだけではなくて、やは

りたんぱく質を取って筋肉を維持する、そのこと

がフレイル予防につながっていくということで、

介護予防事業で実施しております。 

○横田ゆう委員 高齢者にとっては、運動とたんぱ

く質を取るという重要な介護予防になるというこ

とは理解をしております。しかし区の独自の政策

の中にも高齢者施策という部類があります。その

中で、やはり区が自ら高齢者施策に資する政策を

打つということで、介護保険会計から入れるとい

う考え方については、やはり検討する必要がある

と思います。 

  高齢者の生活を支える対策として、区としての

事業として充実を図るということができるのでは

ないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○介護保険課長 介護保険の特別会計の考え方とい

たしましては、やはり社会保険方式の部分がござ

いまして、利用される方が御負担をいただくとい

うような考え方がまず根本にございます。そうい

った中では、介護サービスはじめ一般介護予防も

そうですけれども、高齢者の方の介護、若しくは

介護予防などに係る部分については、基本的には

介護保険特別会計の中で実施をすべきものという

ふうに考えております。 

○横田ゆう委員 ほかの施策でも高齢者福祉対策の

事業というのはたくさんあるわけです。介護保険

以外の様々な補聴器ですとか紙おむつですとか、

そういうものも一般会計でやっております。必ず

しも介護保険特別会計でなくてもできる事業を介

護保険特別会計に入れていくことで、この保険料

が値上げされる、保険料に反映されていくという
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ことになりますので、先ほどもおっしゃっており

ましたけれども、介護保険料は、なるべく抑えた

いという区の御意見をお伺いしましたので、一般

会計に移していただきたいというふうに思います。

どうでしょうか。 

○介護保険課長 先ほどの答弁と同じようになって

しまいますけれども、あくまで高齢者の介護若し

くは介護予防などに資する事業につきましては、

介護保険特別会計で実施すべきものというふうな

認識をしておりますので、一般会計で実施をする

というような形というのは考えておりません。 

○横田ゆう委員 やはりそこの仕分はしっかりと考

えてほしいと思います。第９期においては、様々

な介護保険料の精査をした結果、月１０円の値下

げということで、１０万人以上の方が１０円から

１１０円の値下げとなった結果になりました。で

すから、今回の１０期においても、十分こういう

精査を重ねて、また先ほども報告ありましたけれ

ども、パブリックコメント、それから公聴会など

の意見も聞いて、しっかりと精査をしていただき

たいというふうに思います。意見です。 

○白石正輝委員長 どなたか答弁あるのかな。 

  岡田委員。 

○岡田将和委員 第１０期介護保険事業計画策定に

伴う中間報告という中で、長井委員とそれから今

高齢者施策推進室長、また、福祉部長の話の中で

ありました特別養護老人ホームの整備凍結の件で、

私なりに考えていることがありますので、質問し

たいと思います。 

  特別養護老人ホーム、今凍結ということだと思

います。今、特養を１つ施設造るのに土地という

のは大体何坪ぐらい必要ですか。 

○高齢者施策推進室長 かなり広い土地なのですけ

れども、すみません、今ちょっと数字持ち合わせ

てないので、後ほどお知らせいたします。 

○岡田将和委員 私、特養の施設整備の際、調べた

ことがあるのですけれども、大体足立区の中で７

００坪から１，０００坪ぐらいの敷地で特養が整

備されていると思います。大体４階建てとか５階

建ての特養を建てられる場所は７００坪ぐらいな

のですけれども、３階建てぐらいだと大体１，０

００坪ぐらいの敷地です。 

  何が言いたいかというと、今私が住んでいる綾

瀬では、空いている空き地とかコインパーキング

用地、駐車場用地がどんどん今集合住宅建ってし

まうのですね。もう駐車場がもうないぐらい今整

備が進んでいます。人口が今７１万人をもう到達

してしまうのではないかというぐらい、今足立区

の人口が上振れしているという状況だと思います。

そう考えたとき区の職員の皆様も足立区詳しいと

思うのですが、我々議会もまちを歩いていると、

それだけ大きい敷地が今後残っていくのかという

課題があります。綾瀬は環状七号線の南なので、

環状七号線の北側、先日六町の方とお話したとき

に、六町駅から歩いていけるマンションが億ショ

ンで販売されているそうです。何が言いたいかと

いうと、足立区がどんどん選ばれると足立区の住

宅がどんどん高騰して、要は、土地を持っている

方々がどういうふうな考えをするかというと、代

替わり、お年を召されて大きい敷地を持っていた

地主たちが建て売りにして売っちゃおうという話

になるのですね。もちろん凍結にするということ

は分かるのですけれども、何かやろうとしたとき

に、もう足立区に７００坪、８００坪、９００坪

の土地がないということになりかねなのではない

かという心配をしているのですけれども、その辺

りいかがですか。 

○高齢者施策推進室長 確かに、岡田委員おっしゃ

っていることも私も分かりまして、近所のところ

でも広大なところがあって、ここ特養の広さにち

ょうどいいかななんていうふうに思うときもあり

ます。そういったところにやはりマンションが建

ったりとかというのも身近でも感じております。

ただ、そうは言っても現状を見ると、やはり特養
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を建てて、令和７年度末に建てた特養の施設長の

方からもよくお話を伺うのですが、なかなか人が

集まらない、これは従事する職員です。外国人の

職員の方ももちろん来てはいただいておりますけ

れども、なかなか定着にも結びつかないところも

ある。それから、ユニット型の空所については、

今区でもいろいろ対策を立てておりますが、やは

り一時空きがあってしまうような状況がある。そ

ういった状況がある中で、また新たな特養を建て

ると、言葉悪いですが、人の奪い合いですとか、

特養には看護師の方も必要なので、病院等への影

響もあるということもありまして、先ほど凍結は

分かるというふうにおっしゃっていただきました

ので、岡田委員も十分御理解はいただいているも

のとは思うのですけれども、そういった中で、土

地だけ押さえておくかというのもなかなか難しい

ものなのかなというふうには考えております。 

○岡田将和委員 そうですね。今、高齢者施策推進

室長がおっしゃったように、なかなか多床室が欲

しいのだけれども、ユニット型も含めて整備しな

いと東京都の補助金も出ないということから、新

しく開設したときに、今１，６００人の待機の方

がいらっしゃいますけれども、本当に求めている

多床室を造りたいのだというお話はずっと聞いて

いますので、理解はします。そのハード面を整備

するに当たって、例えば新規で特養を造る場合は

補助金の要件があるので、ユニットも造らなけれ

ばいけない。例えばですけれども、古くなってき

た特養を改修したときに、なるべくその多床室を

ユニットから転換するみたいな政策というのは進

められないものでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 今、一部の法人からそのよ

うな御相談もいただいておりまして、実は、東京

都にも今いろいろ確認している最中です。そうし

たときに、補助金が出してもらえるのかどうかも

含めて今確認しておりますので、またそういった

点については、御報告させていただければと思い

ます。 

○岡田将和委員 是非ソフト対策進めていただいて

いますけれども、柔軟にリニューアルのときに多

床室を増やせるかということも是非御検討いただ

きたいと思うのです。 

  その中で、先日私も特別養護老人ホームの中に

地域交流スペースがある特養に伺わせていただき

ました。ここは、地域に開かれたスペース、月２

回、土曜日に健康マージャンを開催していただい

ております。これは、そのエリアの地域包括支援

センターの方が地域の方がやってみたいというふ

うに思っていた健康マージャン教室を今やってい

るのを見てきました。 

  すごく面白いなと思ったのは、地域の方々御高

齢の方が３０人ぐらいお越しになられて、そこに

地域包括支援センターの方も来ていただいていま

したし、社会福祉協議会の方もお見えになってお

りました。 

  地域包括支援センターの方から聞いたのは、地

域の方々を見守る機能にもなっておりますし、施

設の方が車椅子で一緒に健康マージャンに参加を

して、もちろん健康ですからたばこは吸わないで

す。こういう手を動かして、皆さんで親しんでい

らっしゃる。面会に来ていた御家族の方も、ただ

面会に来ると暇なので一緒に麻雀を打っていまし

た。そういうスペースを設けてやられているので

すね。 

  ですから、例えばですけれども、足立区内に特

別養護老人ホームが３３ありますけれども、そう

いった機能をより活発化させることもすごくいい

施策なのではないかなと思うのですが、その点に

ついて、お考え聞いてもよろしいですか。 

○高齢者施策推進室長 特養には、今、岡田委員か

らお話ありました地域交流スペースというものは

作られておりまして、地域包括支援センター等が

地域の方をお呼びして催物をやるですとか、あと

は、地域の方々の少し打合せの場になったりとい
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うことで開放してやっているのは、どこの特養で

もあります。 

  この健康マージャンというのが確かにマージャ

ンは手も使うし頭も使うし、かなり高齢者の方に

もいいというふうにも伺っていますので、好事例

は横展開して、ほかの特養にも広げていきたいと

いうふうに考えております。 

○岡田将和委員 そういった取組が、ひいては高齢

者の皆様の健康につながって、皆様が元気に暮ら

せることが介護保険料の負担低減につながると思

いますし、そういったソフト面も併せて、特養の

在り方というものをしっかりと反映していただき

たいなと思いましたので、引き続きよろしくお願

いいたします。 

○野沢てつや委員 先ほど、いろいろな委員の方か

らお話があるとおり、介護保険料第１０期計画案

ということで値上げが想定されているということ

なのですが、一方で、特別養護老人ホーム、待ち

の方が多くいらっしゃるということで、なかなか

難しい課題だなと思います。 

  ところで、特別養護老人ホームなのですけれど

も、要介護５相当の方が入所した場合、１人当た

り年間介護給付費というのは幾らぐらい掛かるの

でしょうか。 

○介護保険課長 特養によっても利用料等々違いま

すので、一概にはなかなか申し上げにくいのです

が、また、所得等によっても御負担の金額変わっ

てくるところはございます。仮に要介護５の方で

あれば、方法、介護サービスの基準の限度額を使

われているという想定で考えますと、やはり年間

一月当たり２０万円程度は掛かるという方が標準

的かと思いますので、そうすると２４０万円ぐら

い掛かる方というのがいらっしゃるかなというふ

うには考えております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  そうなのですよね。１人当たり２４０万円掛か

ってしまうということで、要介護３とか４とか５

の方もいらっしゃいますので概算になってしまう

のですけれども、１００人入れる特別養護老人ホ

ームが１軒できるともう２億円とか、そういった

金額が掛かってしまうわけなのですね。 

  ですので、介護保険料上げ幅を抑制したい、た

だ、特別養護老人ホームを整備もしなくてはいけ

ないと、なかなか相反するものがあるのかなと思

っております。 

  先ほど特別養護老人ホームの待ち、長井委員か

ら御質問がありましたけれども、１，６００人ぐ

らいあるというお話だったのですが、これは、区

内在住の方というのはどれぐらいいらっしゃるの

ですか。区内在住の方が１，６００人いう認識で

よろしいのでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 区内在住の方です。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  あともう１つお伺いしたいのは、介護保険３施

設のうちの老人保健施設なのですけれども、こち

らの待ち状況等というのはどれぐらい把握されて

いますでしょうか。 

○介護保険課長 介護老人保健施設については、区

内１４か所ほどございますけれども、今のところ

介護老人保健施設になかなか入れないという、恐

らく状態によって入れる、入られないというのは、

受入れできる、できないも含めてあろうかと思う

のですが、特別養護老人ホームに比べますと、待

機をしているというお話は伺ってはいないという

状態でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  そう考えますと、介護老人保健施設と特別養護

老人ホームの使い分け的な考え方は、どのように

区としては把握されていますでしょうか。 

○介護保険課長 介護老人保健施設につきましては

通過型の施設という形になります。あくまでそこ

にずっと暮らしていくという場所ではなくて、ど

ちらかというと短期的な利用ということで、医療

的なサービスが必要な高齢者の方が利用されてい
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るというふうに認識をしております。 

  特別養護老人ホームにつきましては、ついの住

みかではございませんけれども、そこにお住まい

になられるという前提でサービスを利用していた

だきますので、そのような形で分けているという

ふうな認識をしております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  介護老人保健施設、入所期間があるというのは

もう十分把握しているのですけれども、実際平均

入所期間どれぐらいになりますでしょうか。 

○介護保険課長 詳しい数字は今ちょっと持ち合わ

せていないのですが、基本的には３か月程度ぐら

いかというふうには感じております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  ３か月という数字が私の担当したときと認識が

違うのですけれども、正直言うと２年とかいらっ

しゃる方も★★にいました。 

  先ほど岡田委員からの質問からもありましたと

おり、特別養護老人ホーム凍結するとか、しない

とか、そういったいろいろな区の施策があるのか

というのはあるのですけれども、やはり介護老人

保健施設とか、他の施設も相談案内のときに適性

に応じて案内して、より柔軟な対応をして、介護

給付費を抑制するような方向性も考えてもいいの

かなという気もするのですけれども、その点に関

する見解はいかがでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 そのためにも是非高齢者施

設入所相談員の方に御相談いただければ、やはり

先ほども申し上げましたが、高齢者の施設という

と、皆さん特養を真っ先に思い浮かぶのですが、

その方の状況によっては、今、野沢委員からお話

のあった介護老人保健施設、老健の方で適切だと

いう方もいらっしゃいますので、まずは、施設と

思った方は御相談をしていただきたいというふう

に考えております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  実際のところなのですけれども、正直、介護老

人保健施設と特別養護老人ホーム、入所者の方に

とっては、どちらがいい、悪いというのはそんな

にないのですよね。ですので、高齢者施策推進室

長のおっしゃったとおり、やはり相談窓口できち

んと御説明して周知していく必要があると思いま

すので、できればそこら辺詳しく周知していただ

けるようお願いします。これは要望です。 

  以上です。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 継続でお願いします。 

○長井まさのり委員 まだまだ議論が必要かと思い

ますので継続でお願いします。 

○横田ゆう委員 採択を求めます。 

○野沢てつや委員 継続でお願いいたします。 

○白石正輝委員長 それでは、本人陳情につきまし

て採決をいたします。 

  本陳情は、引き続き継続審査の申出をすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○白石正輝委員長 挙手多数でございます。さよう

決定いたしました。 

  次に、（２）５受理番号９ カメラ型のオート

レフラクトメーターを用いた検査を未就学児全児

童に行い、弱視の周知啓発を行うよう求める請願

を議題といたします。 

  前回は継続でございます。 

  執行機関、何か変化はございますか。 

○保健予防課長 特に変化はございません。 

○白石正輝委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 継続でお願いします。 
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○長井まさのり委員 継続でお願いします。 

○横田ゆう委員 目の異常の発見は早ければ早いほ

どよいということが分かっています。それで３歳

のときに発見されなくても、学校の入学前に発見

されれば治療に間に合うということになると思い

ます。 

  前回の質疑で、令和１０年度に向けて、５歳児

の健診の検討段階に入っているとありましたが、

検討段階ということでは、やはりオートレフラク

トメーターも検討していただけるとよいと思いま

す。採択を求めます。 

○野沢てつや委員 継続でお願いいたします。 

○白石正輝委員長 それでは、本請願につきまして、

採決をいたします。 

  本請願は、引き続き継続審査の申出をすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○白石正輝委員長 挙手多数でございます。さよう

決定いたしました。 

  次に、（３）５受理番号４９ 別居・離婚後の

親子を支援する公的サポートを求める陳情を単独

議題といたします。 

  執行機関、何か変化はございますか。 

○親子支援課長 特に変化はございません。 

○白石正輝委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 ４月から始まっておりますので、

引き続き動向を見たいと思います。継続でお願い

します。 

○長井まさのり委員 今後も様々な状況の立場の

方々に寄り添い、丁寧な相談体制と情報発信、周

知に努めていただきたいと思います。継続でお願

いします。 

○横田ゆう委員 公的支援、相談体制の充実は重要

だと思いますので、採択を求めます。 

○野沢てつや委員 採択でお願いいたします。 

○白石正輝委員長 それでは、本陳情につきまして、

採決をいたします。 

  本陳情は、引き続き継続審査の申出をすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○白石正輝委員長 挙手多数でございます。さよう

決定いたしました。 

  次に、（４）５受理番号５３ パンデミック条

約締結及び国際保健規則改正に係る情報開示を求

める意見書を国に提出することを求める請願を単

独議題といたします。 

  執行機関、何か変化はございますか。 

○感染症対策課長 特に変化ございません。 

○白石正輝委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 まず、請願者の皆様が区民・国民

の命と健康、自由と人権、そして国家主権に深い

関心をお寄せになり、情報開示と丁寧な周知を求

めておられることに、その思いは重く受け止めて

おります。 

  透明性や分かりやすい説明が重要であること自

体に異論はございません。しかし、自治体である

足立区の所管を超える事項について、意見書を提

出しても実効性は乏しいと言わざるを得ない、そ

の考えから、本請願は不採択すべきと主張します。 

○長井まさのり委員 この請願の趣旨で、１につい

ては記載があるとおり、ＷＨＯをはじめ外務省、

厚生労働省のホームページで公表し、情報提供さ

れ、国民への周知に努めているかと思います。引

き続き透明性で分かりやすい周知は大変重要かと

思います。 

  ２については、国会議員が国会の場で、国際保
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健規則の改正及びパンデミック協定について、こ

れまで厚生労働委員会、また、外交防衛委員会で

議論を重ねております。また、国は、厚生労働省

や外務省のホームページで国際保健規則及びパン

デミック協定の原文、仮訳を公表し、ホームペー

ジを通して、首長や有識者を含む国民が国に意見

を提出できる体制、国民の皆様の声やまた国民の

皆様の意見として既に行っている状況がございま

す。 

  また、３についても、ＷＨＯが推奨事項を作成

して、その実施を支援する際には、締結国の主権

の尊重を確実に考慮する旨が記載をされておりま

す。また、厚生労働省のホームページにおいても、

人間の尊厳、人権及び基本的自由は尊重されるべ

きものと記載されております。 

  今後においても、人権を尊重し、区民にとって

必要な正しい情報を適時発信していただきたいと

思います。よって、不採択といたします。 

○横田ゆう委員 継続でお願いします。 

○野沢てつや委員 継続でお願いします。 

○白石正輝委員長 それでは、本請願につきまして、

採決をいたします。 

  本請願は、引き続き継続審査の申出をすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手少数でございます。よって、

直ちに採決をいたします。 

  本請願は、採択すべきものと決定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手少数でございます。よって、 

不採択と決定をいたしたいと思います。 

  次に、（５）受理番号８ ｍＲＮＡワクチン（レ

プリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書

提出を求める陳情、並びに、（６）受理番号９ 薬

害級の健康被害を出している新型コロナワクチン

の副反応の適切な情報収集のため、副反応疑い報

告制度の更なる周知を求める陳情、以上２件を一

括議題といたします。 

  執行機関の説明をお願いいたします。 

○保健予防課長 特にはございません。 

○白石正輝委員長 それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

○長井まさのり委員 端的に確認させていただきた

いと思います。 

  今年も１０月からコロナウイルスワクチンの接

種が開始となりました。確認ですが、予診票の発

送はいつから開始したのか。対象者約１７万人発

送かと思いますけれども、最近の感染者数、また

状況はどうか伺います。 

○保健予防課長 受診券につきましては９月１１日

発送いたしました。 

○感染症対策課長 直近４０週の新型コロナウイル

スの感染者届出数に関しては、１定点医療機関あ

たりになりますが、１．７０件という形になって

おります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また近年の接種率はどうか、他区と比較すると

どうか、併せて伺います。 

○保健予防課長 昨年度は３４．５％の接種率でご

ざいました。これは、２３区内でトップでござい

ます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  ２３区でトップということでございます。この

ワクチン接種を委託している医師会との連絡調整

の状況についてはいかがでしょうか。 

○保健予防課長 毎月１回月末ですけれども、医師

会との感染症対策の委員会を開いてございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  毎月１回ということで、綿密な連携が非常に重

要かと思います。 

  仮にこの副反応が発生した場合、ワクチンを接

種した医療機関を通じて報告がある場合が多いか

と思います。このワクチン接種者や保護者、また
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家族からも区に直接報告することも可能であると

思いますけれども、この予診票に同封する案内書、

この９月１１日から発送ということでありますけ

れども、そのことを記載すると聞いていましたけ

れども、状況についてはいかがでしょうか。 

○保健予防課長 同封するお知らせの中に「予防接

種の副反応」という項目がございます。その中で、

被接種者本人とか保護者の方も、予防接種に関し

て副反応を区へ報告することができるという文言

を追加して発送してございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  私もこの書類を拝見させていただきましたけれ

ども、この副反応の疑いについての報告というの

は、これまでいかがでしょうか。 

○保健予防課長 これは、コロナのワクチン接種が

始まってからの累計になりますけれども、１７０

件ほどございました。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  これは、恐らくこの医療機関、それから厚生労

働省を通じて、足立区に報告があったのかと思い

ます。確認ですけれども、いかがですか。 

○保健予防課長 長井委員発言のとおりでございま

す。 

○長井まさのり委員 この予診表に同封したこの先

ほどの書類にも記載がありますけれども、区への

報告については現状どうなのでしょうか。 

○保健予防課長 区に直接というのは今のところご

ざいません。 

○長井まさのり委員 この予診票に同封した案内書

にも記載がされていますので、これからもしかし

たら増えてくる場合もあるのかなと思います。３

割を超える方々が接種している状況でもあります

ので、今後とも丁寧に進めていただくことを要望

いたします。 

  以上です。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、本陳情につきまして、採決をいたし

ます。 

  採決は、１件ずつ行いますので……一緒にやり

ますか。 

○区議会事務局長 まず御意見聞いて。 

○白石正輝委員長 採決は、２件一緒にやりましょ

うか、１件ずつやりますか。 

○区議会事務局長 意見を聞いて……それから一緒

だったら一緒で。 

○白石正輝委員長 それでは、各会派の御意見をお

願いいたします。 

○岡田将和委員 陳情者が区民の健康を案じるお気

持ちは理解いたします。しかし、中止を求める最

大の根拠である予防接種健康被害救済制度の認定

件数は、ワクチンによる死亡が確認された数では

ありません。この制度は、厳密な因果関係の証明

を求めず、否定できなければ幅広く救済するとい

う被害者保護を優先した仕組みでございます。国

自身も認定を国が因果関係を認めた死亡と受け取

るのは誤解だと注意を促してございます。また、

接種当日・翌日の死亡を集めた市民調査も比較対

象のないデータであり、時間的な近接は因果関係

を意味しません。 

  一方で、ワクチンの重症化予防効果は確認され、

専門学会も高齢者等への定期接種を推奨しており

ます。ワクチンの評価と接種方針は、国が専門的

知見と監視体制の下で判断すべき事項です。 

  足立区では、希望する高齢者等が無償で接種を

受けられ、救済制度の案内も行われております。

中止を求めることは、重症化リスクの高い区民の

選択肢を奪い、区が掲げる区民の健康を守る支援

にも反します。 

  以上の理由から、本陳情は不採択をすべきと考

えます。 

  受理番号９につきましても、薬害級という被害

の表現が、被害が薬害級であり過少報告で隠され
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ているという前提に立っており、この前提を区民

へ足立区が発信するということに少々疑念を持っ

ております。 

  ですから、本陳情も併せて不採択とさせていた

だきます。 

○長井まさのり委員 レプリコンワクチンは、令和

５年１１月に認可をされ、令和６年１０月に接種

開始しており、厚生労働省や医師会においても、

その有効性、安全性は確認をされております。ま

た、区と医療機関の間で、契約仕様書の中に副反

応の報告について記載し、注意喚起を促しており

ます。副反応の疑いも報告をしております。よっ

て、受理番号８・９両方とも不採択といたします。 

○横田ゆう委員 受理番号８については継続です。

そして、受理番号９については、新型コロナワク

チンの被害の救済制度、その周知については、こ

れからも審議する必要があると思いますので、継

続を求めます。両方とも継続です。 

○野沢てつや委員 執行機関から説明がありました

ように、やはりワクチンの効果は一定にあるもの

だと思われます。ただ一方で、接種率２３区でト

ップというようなお話がありましたけれども、や

はり１回当たり１万６，０００円のワクチン完全

無料ということで、そういったことが影響してい

るのかなと思います。接種率に関しては、完全無

料という区の施策に対しては、やや疑問は残るも

のの、陳情におけるこの接種の効果に関しては、

やはり執行機関のおっしゃるとおり、一定的に認

められると思います。ですので、両陳情とも不採

択でお願いいたします。 

○白石正輝委員長 それでは、本陳情につきまして、

採決をさせていただきたいと思います。 

  採決は、２陳情について行いたいというふうに

思います。 

  本陳情について、引き続き継続審査の申出をす

ることに賛成の方の挙手を求めます。 

○横田ゆう委員 これは別々にやってくれないと。 

○白石正輝委員長 挙手少数でございますので……。 

○区議会事務局長 別々、態度が違うみたいで、別々

で。 

○白石正輝委員長 ２案とも一緒に採決しようと思

いましたが、別にしていただきたいという御意見

がありますので、別々に採決をいたします。 

  （５）受理番号８につきまして、継続審査の申

出をすることに賛成の方の挙手を求めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手少数でございますので、直

ちに採決いたします。 

  本陳情は、採択することに賛成の方の挙手を求

めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手ゼロでございます。よって、

本件は不採択とさせていただきたいと思います。 

  次に、（６）受理番号９について採決をいたし

ます。 

  （６）受理番号９については、継続審査の申出

をすることに賛成の方の挙手を求めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手少数でございます。直ちに

採決をいたします。 

  本陳情は、採択することに賛成の方の挙手を求

めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手少数でございます。よって、

不採択と決定をいたします。 

  続きまして、（７）受理番号１７ 東京女子医

大附属足立医療センターにおける地域医療機能の

検証及び区民への情報公開の充実を求める陳情を

単独議題といたします。 

  前回は継続でございます。 

  執行機関、何か変化ございますか。 

○衛生管理課長 この１０月に足立医療センターの

運営及び地域連携協議会が予定されております。

そちらで前回委員会での御要望等もお伝えした上
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で、協議会の結果とともに、支障のない範囲で御

報告できるよう先方と調整しておりますので、ま

とまり次第、本委員会に御報告させていただきま

す。 

  以上です。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  何か質疑ございますか。 

○横田ゆう委員 前回の委員会で、女子医大の救急

医療、周産期医療、がん診療、それから地域医療

の実績についての情報公開、そして、病床利用状

況、救急搬送状況、地域への貢献度が確認できる

仕組みについてホームページに公表していくとい

う答弁がありました。 

  今、先ほども協議会の今月開かれるということ

で、内容は公表するということで報告がありまし

たが、こういう前提で進めていくということでよ

ろしかったでしょうか。確認です。 

○衛生管理課長 今、横田委員から御発言ありまし

た内容、女子医大附属足立医療センター側とも確

認をさせていただきまして、支障のない範囲では

ございますが、協議会終わり次第、でき次第ホー

ムページ等にも公表できるように努めてまいりた

いと考えております。 

○岡田将和委員 前回の厚生委員会が８月１９日、

そして、その際にも話が出たのですけれども、８

月２１日に中学生向け「東京女子医科大学附属足

立医療センター探検ツアー」を挙行されたという

ふうに伺っております。その女子医大探検ツアー

に来られた様子ですとか、どういった反応があっ

たという報告資料というのは、これから上がって

くるという認識でよろしいでしょうか。 

○衛生管理課長 その報告につきましては、今回の

厚生委員会の情報連絡の資料として報告させてい

ただいているところでございます。 

○岡田将和委員 情報連絡で載せていただいている

ということですが、やはりそういう地域に開かれ

た探検ツアーをやっていただくというのは非常に

いいことだと思いますので、報告事項ではなくて、

情報連絡だったのは何か理由があるのですか。 

○衛生管理課長 実施結果というところの御報告で

したので、情報連絡とさせていただいたところで

ございます。 

○岡田将和委員 中学生、それから平日の開催とい

うことで、私も是非伺いたいというお話をさせて

いただいていたのは、やはり足立区中から中学生

が自転車で来るのかなとか、それとも日暮里・舎

人ライナーの電車で来るのかなと。平日の日中で

すから親御さんたちはきっとお仕事をされている

ことでしょうから、そういう安全管理含めてちょ

っと気になったのですけれども、特に事故も何も

なく、大丈夫だったでしょうか。 

○衛生管理課長 岡田委員御心配のところ、中学生

も★★、お１人で来られる中学生が半分ぐらいで

した。あとは、保護者の方が送ってきていただい

て、こちら受付のところで引渡しというか受付済

んで参加されるということで、特に事故もなく参

加されている状況でございます。 

○岡田将和委員 今月協議会もあるということで、

また報告お待ちしたいと思いますので、引き続き

よろしくお願いします。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

 各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 継続でお願いします。 

○長井まさのり委員 継続でお願いします。 

○横田ゆう委員 採択を求めます。 

○野沢てつや委員 本陳情が提出されたことによっ

て、執行機関が非常に前向きに情報開示に取り組

んでいるなという感があります。本当に願意が満

たされているというところもありますので、引き

続き地域医療の検証及び区民への情報開示充実、

求めたいと思いますので、採択でお願いいたしま

す。 
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○白石正輝委員長 それでは、本陳情につきまして、

採決をいたします。 

  本陳情は、引き続き継続審査の申出をすること

に賛成の方の挙手を求めます。 

[賛成者挙手] 

○白石正輝委員長 挙手多数でございます。さよう

決定をいたします。 

  それでは次に、（８）受理番号２１ 中軽度知

的障がい者の医療費負担軽減を早急に実施するよ

う、東京都に意見書提出することを求める陳情を

単独議題といたします。 

  新規付託ですので、執行機関の説明を求めます。 

○福祉部長 それでは、厚生委員会陳情説明資料福

祉部の２ページをお開き願います。 

  件名は記載のとおりでございます。 

  陳情の要旨としましては、愛の手帳３度と４度

の知的障がいの方の医療費負担軽減を早急に図る

よう、東京都に意見書を提出していただきたいと

いう内容でございます。 

  現行制度でございますが、障がい者の方々の医

療費軽減制度として、東京都心身障害者医療費助

成制度いわゆるマル障がございます。このマル障

の対象は、身体障がいであれば手帳の１・２級の

方、知的障がいであれば愛の手帳１・２度の方、

精神障がいであれば精神障害者福祉手帳の１級の

方が対象です。 

  知的障がい者を取り巻く方の状況でございます

が、まず経済的な状況といたしましては、知的障

がい者の方御本人の年間収入額が２００万円未満

の方というのは、全体の７５．８％いらっしゃる

ということで、他の障がい、身体や精神に比べて

も比較的多い割合となっているということ。また、

その方を介護している方の主な年齢については、

平成３０年の調査のときより１１．７％、今８４％

ということになったということで、若干高齢化が

進んでいるということが分かります。 

  また、区における愛の手帳の所持者の状況でご

ざいますが、愛の手帳１・２度の方は今年の４月

１日時点で１，６１６名、３・４度の方は４，９

９２名いらっしゃいまして、仮に、３・４度の方

が対象になったということになった場合、正式推

計ですがおよそ２，４００人程度が対象として含

まれるだろうというふうに推測しております。 

  ４番は、この件に関して、主な区の業務を記載

させていただきました。 

  ５番として、東京都及びほかの自治体の動向で

ございますが、まず東京都の状況として、東京都

にも愛の手帳３度・４度の方をマル障の対象に加

えてもらいたいという要望は、東京都に出されて

いるということ。また、東京都の都議会において、

愛の手帳３度・４度の知的障がいの方の医療費負

担軽減を求める陳情が今出されております。継続

審査となっているということでございます。 

  また、他区の自治体の状況でございますが、杉

並区において、単独で愛の手帳３度、脳性麻痺・

進行性筋萎縮症の方を対象とした医療費助成を実

施しているということ。また、中央区においては、

令和６年１２月に本陳情と同様のものが議員提出

議案として提出され、原案可決されたということ

が分かっております。 

  私からは以上です。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  何か質疑ございますか。 

○長井まさのり委員 この愛の手帳１度・２度の所

持者の方は１，６１６人で、このうちマル障受給

者証交付者数は７６５人、１８歳以上の方である

かと思いますけれども、この残り８５１人の内訳

について伺います。 

○障がい福祉課長 概算になってしまいますが、ま

ず、マル乳・マル子等の他の制度が優先されると

いうものが約５割近く、また、生活保護受給が約

１割、施設入所等、所得超過による対象外という

のは約１割ということで、おおむねそれで７割。

その他の事由ですが、転出・死亡の喪失であると
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か、またデータ上不明で探せないというようなも

のがその他に含まれているような状況でございま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、愛の手帳３度・４度の方は４，９９２人

で、割合を基に推計した場合、助成対象者の人数

は２，４００人程度とありますけれども、この割

合を基に推計した場合の内容をちょっと説明して

くださいますか。 

○障がい福祉課長 こちらの推計したものについて

は、今の１・２度の人の対象の割合から推計して

おりますので、こちらについては、あくまでも３・

４度の方の今のマル障の対象者数から同じ割合に

した場合についての見込み数ということで算出し

ているものですので、こちらが実質的には対象に

なるかどうかというのは、ちょっと現実的には分

からない状況でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、都議会の厚生委員会では、対象拡大が必

要との意見の一方で、この対象者数や財政負担、

現行制度との整合性等について引き続き検討が必

要であることから、継続審査となっていると聞い

ていますけれども、この対象者数や財政負担につ

いてはどうなのか、分かるのか、伺います。 

○障がい福祉課長 私も東京都の担当課長に直接連

絡をして確認しました。ですが、まず対象者数が

判明しないために、そもそもの人数は当然ですが

分からない。また、判明しないために試算も行っ

ていないというような状況ということで、御回答

をいただいているところでございます。 

  また、都議会の厚生委員会でも、東京都からそ

ういった影響額の試算的な数値を提供したことも

ないというふうに確認をしているところでござい

ます。 

○長井まさのり委員 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

  先ほど杉並区の事例も御報告ありましたけれど

も、中央区ではマル小の助成対象を愛の手帳３度・

４度相当の方を含めた中軽度の障がい者の方にま

で拡大するよう、都に働き掛けを求める意見書が

議員提出議案として提出されて、原案可決となっ

ておりますけれども、その後の都の対応であった

りとか現状について、もし分かる範囲でお願いい

たします。 

○障がい福祉課長 今、長井委員おっしゃっていた

だいたとおり、中央区が議員提出議案で東京都に

意見書を上げております。また、ほかのちょっと

自治体なのですが、都内の小金井市でも、令和６

年１２月に上げていることはちょっと確認できま

した。そういった状況を受けて、東京都としては、

当然認識はしておりますが、継続審査という結論

は変わっていないというような状況でございます。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  令和５年度、この障がい者の生活実態調査によ

ると、知的障がい者本人の年間収入額が２００万

円未満の割合は７５．８％となっておりますけれ

ども、身体や精神ではどうなのか、伺います。 

○障がい福祉課長 まず身体の方については２００

万円未満の層が５６．８％、また、精神について

は７５．５％とほぼ知的に近いような状況でござ

います。 

○長井まさのり委員 そうすると知的の方が２００

万円未満の方の割合が高くなっているという現状

がございます。 

  中軽度知的障がい者の医療費負担軽減は重要と

考えます。今後も他自治体の動向もしっかり注視

していただきたいと思いますけれども、それにつ

いてはいかがでしょうか。 

○障がい福祉課長 当然ですが、他の自治体の動向

等も今後引き続き調査させていただければと考え

ているところでございます。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

○横田ゆう委員 現在の愛の手帳１・２度の方の医

療費の自己負担は無料から１割となっています。
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しかし３・４度の方は３割となっており、通常の

負担割合ということで非常に厳しいということに

なっていることが分かりました。 

  それで、これは、３・４度の方も医療費の軽減

をしてほしいという要望です。この陳情団体の手

をつなぐ親の会の方から、東京都心身障害者医療

費助成制度の拡充を求める全都連絡会の調査資料

というのをいただきました。これは、執行機関の

方も見ているのでしょうか。 

○障がい福祉課長 そういうのを提出されたという

お話は聞いてはおりますが、その中身まではちょ

っと受領していないような状況でございます。 

○横田ゆう委員 この調査を見ると７４．７％の方

が３・４度の方で、この方々が３割の医療費の支

払に大変な苦労しているという結果が出ています。

中重度の知的障がいの方は、障害年金と福祉手当

を受けても、工賃は数万円ということです。そう

すると年収が１００万円前後の方で、生活費の一

部は親が負担しているという事例が掲載されてい

ます。足立区でもこのような状況の方が多いと思

いますが、どうでしょうか。 

○障がい福祉課長 足立区の統計を取ったことはご

ざいませんが、東京都の調査では、やはりそうい

うような１００万円、これで見ると５０万円から

１００万円、又は１００万円から１５０万円の層

がやはり多いというのは、こちらの東京都の調査

の中でも明らかになっておりますので、傾向的に

は、やはり足立区においてもそうではないかとい

うふうに考えているところでございます。 

○横田ゆう委員 更に、親の高齢化の問題がありま

す。アンケートの調査の結果が出ておりますが、

本人の収入からではなく、医療費を親や兄弟が負

担している、圧倒的に負担をしているということ

が表されています。親亡き後にも医療費が掛かる、

このことが非常に心配だという親御さんの気持ち

は当然だと思いますが、どうでしょうか。 

○障がい者福祉課長 今回の陳情の趣旨にもござい

ましたように、介護者のやはり年齢層が上がって

いるというところが調査の中でも明らかになって

います。こちらについては、知的の愛の手帳の方

については、５０代から７０代の方の介護の支援

者が８割を今超えている状況、ここが身体と比べ

ると、こちらの割合がやはり５０代から７０代と

いうのが６８．５％ですので、やはり知的の方が

高齢化には切実に感じているのではないかという

ふうに考えているところでございます。 

○横田ゆう委員 やはり障がい者自身も高齢化すれ

ば病気が多くなりますし、親の高齢化も進んでい

るということですので、一日も早く東京都に実施

してもらうよう、働き掛けるべきだと思います。

意見です。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

○野沢てつや委員 基本的なことなのですが、この

マル障という制度に関しましては、申請主義とい

うことでよろしいでしょうか。 

○障がい福祉課長 都の条例の中で申請していただ

くような手続になっているところでございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  先ほど都の方では、全体総数が★★できていな

いというお話がありましたが、やはりこの申請主

義に基づくことが要因として考えられますでしょ

うか。 

○障がい福祉課長 やはり申請主義ですので、申請

をもらわないとその判定ができないというところ

で、システム上では、どうしても把握できないと

いうのが出てしまうという状況でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  足立区としては、対象に該当すると思われる方

に対しては、そういった通知文等は送付して勧奨

はしていらっしゃいますでしょうか。 

○障がい福祉課長 まず、漏れがないように手帳の

交付時、こういった機会を捉えて、この手当の御

案内をさせていただいております。援護担当の方

でチェックリストを用いて、させていただいてい
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るというところが１つ。また、そのほかにも手当

の更新時であるとか、資格の喪失時、また生活保

護廃止時等のこういった機会を捉えて、案内のほ

うをさせていただくとともに、例年ですと７月な

のですが、「あだち広報」又はホームページ等で

その辺の周知をさせていただいているような状況

でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  先ほどの東京都の捕捉が難しいという回答があ

りましたけれども、やはり全体を漏れなくやはり

必要な方に提供するために、そういった積極的な

勧奨をお願いいたします。これは要望です。 

○岡田将和委員 私からも何点か確認させていただ

ければと思います。 

  仮に、この制度が始まれば財政負担は東京都と

いうことになると思いますが、区で負担もしなけ

ればならないこともあると思います。４番で区で

行っている主な業務内容、新規申請の受付、資格

確認等ございますが、やはり障がい福祉課であっ

たり、担当部署の人員の増ですとか、そういう区

として負担しなければならない予算アップですと

か、そういうことというのはございますでしょう

か。 

○障がい福祉課長 まず区の事務なのですが、今現

在、常勤換算で２．５人分ということで今積算を

しております。万一、この陳情が可決され、また

東京都でそれを実行に移していただけるというふ

うに仮定した場合なのですが、常勤換算１人分ぐ

らいの事務量の増はあるのではないかというふう

に考えているところでございます。また、これに

伴うシステム改修も当然発生してくるというよう

に想定しているところでございます。 

○岡田将和委員 今、障がい福祉課長がおっしゃら

れたシステム改修も気になったところであります

が、システム改修がどれぐらい掛かるという数字

はまだ分からないですよね。 

○障がい福祉課長 大変申し訳ございません。まだ

そこまでの見積り等は出していないような状況で

ございます。 

○岡田将和委員 該当者が愛の手帳３度・４度で、

おおよそ２，４００人ほどいらっしゃるのではな

いかということでしたので、やはり区として、ど

れぐらい人員が増えるのかというところも区とし

て考えなければならない部分だと思いましたので、

確認をさせていただきました。 

  やはり障がいを持たれる親御さんたちも高齢に

なられて、本当に不安というかそういうお気持ち

があるということは常々拝察しておりますので、

引き続きよろしくお願いします。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 先ほど、るる委員からも確認ござ

いましたが、東京都に対する意見書の提出の件、

やはり障がいをお持ちの御家庭の面倒を見られる

親御さんたちが高齢になってきて不安ということ

もあり、また、東京都では様々な課題を今整理し

ている段階ではあると思いますが、足立区からこ

の意見書を提出することに関する陳情は採択でお

願いします。 

○長井まさのり委員 中軽度の知的障がい者の医療

費負担軽減は大変重要と考えておりますので、意

見書提出を求める陳情については採択でお願いい

たします。 

○横田ゆう委員 愛の手帳３・４度の医療費軽減は、

早急に実現するべき課題と思っております。東京

都に意見書を提出すべきと思いますので、採択を

求めます。 

○野沢てつや委員 やはり中軽度と言っても、なか

なか通常の方と同じような収入を得ることが本当

に難しい状態となっております。一方で、おむつ

代等日常的に支出するものは通常の方より非常に

多いということで、やはりこれは至急にこういう
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対策が必要だと思われますので、採択でお願いい

たします。 

○白石正輝委員長 それでは、本陳情につきまして

採決をいたします。 

  本陳情は、採択すべきものと決定することに御

異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 御異議ないと認め、さよう決定

をいたしました。 

  意見書文案につきましては、正副委員長に御一

任いただきたいと思いますが、御異議ございませ

んか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 それでは、さよう決定させてい

ただきます。 

  次に、（９）受理番号２２ 排せつに課題を抱

える障がい者のため、日常生活用具に排せつ予測

支援機器を追加認定するよう求める陳情、並びに

（１０）受理番号２３ 障がい者への日常生活用

具の給付種目に、排せつ管理支援用具として排せ

つ予測支援機器を追加認定し、知的障がい者も給

付対象とすることを求める陳情、以上２件を一括

議題とさせていただきたいと思います。 

  新規付託ですので、執行機関の説明を求めます。 

○福祉部長 それでは、厚生委員会陳情資料の４ペ

ージをお開き願います。 

  この両陳情でございますが、今、白石委員長か

ら御案内があったとおり類似をしているものでご

ざいます。２２番は排せつ予測器具を日常生活用

具に追加認定を求める陳情で、２３番はそこに知

的障がい者も給付対象に加えてほしいという内容

でございますので、説明については、４ページ、

５ページのもので御説明させていただきます。 

  こちら、排せつ予測器具を日常生活用具に追加

をしていただきたい内容ですが、まず日常生活用

具というものは、こちら国が定める要件に沿うも

ので、区が決定しているというものでございます。

その要件としましては幾つかございますが、障が

い者等が安全かつ容易に使用できて実用性が認め

られるですとか、日常生活上の困難を改善して自

立を支援するもの、そして、日常生活品として一

般に普及していないというものを認定するものを

決定するものでございます。 

  国は、項番１の（２）のとおり６分類をしてお

りまして、今回仮に、この排せつ予測支援機器を

追加認定する場合は、この（２）のオに関わるも

のに入ってくるのかなというふうに捉えておりま

す。 

  今回の陳情で要望されているのは、ＤＦｒｅｅ

（ディフリー）という機器でございます。５ペー

ジの項番２に記載させていただきました。超音波

のセンサーを使用して、おなかの辺りにそれを付

けて、今臭いがどれぐらいたまっているのかとい

うところを見える化するというような内容の機器

でございます。 

  これによって、御本人が次いつ頃にトイレに行

けばよいのかですとか、介護される方が次どれぐ

らいにトイレ介助すればよいのかというところが

分かりやすくなるというようなものでございます。 

  他区の支給状況につきましては、港区、品川区、

板橋区が排せつ予測機器として既に給付をしてい

るところでございまして、基準額としては、いず

れの区も９万９，０００円となっているというこ

と。また、他の制度として、介護保険の中では、

既に特定福祉用具として、これが購入できるとい

うような形になってございます。 

  足立区の現状でございます。項番３です。これ

までのところ、この排せつ予測用具については、

給付の対象としては現時点では含まれておりませ

ん。また、区民や関係団体の方から、この用具を

追加してほしいという要望はこれまでのところは

なかったというような状況でございます。 

  私どももこの陳情を受けまして、こういったも

のが臭いを伝えられない方ですとかの有効性があ
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るだろうというふうには思っております。ですの

で、製品のどういったものかというところをもう

少し深掘りして研究することや、給付の対象者を

どうするのかというようなところも含めて、給付

をしていくかどうかについては、年内を目途に考

えていきたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

  私からは以上です。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

○長井まさのり委員 この排せつに課題を抱えてい

る障がい者の方々にとっては、この尊厳に関わる

ことにもつながってまいります。 

  このＤＦｒｅｅ（ディフリー）、他区の支給状

況、２３区の中で、港区では令和６年から、品川

区では令和８年から、板橋区では令和７年からも

う既に開始をしていますけれども、２３区でこの

３区以外ではいかがでしょうか。 

○障がい援護課長 ほかの区ですが、今検討中のと

ころが数区ございまして、それ以外のところ、同

じく陳情に上がっているところ、どちらかという

と介護者のための器具であるという認定の中、認

めていないという区もございます。 

○長井まさのり委員 港区では、この本体だけでは

なく、シート等の消耗品も３，０８０名に給付を

しております。私も実物を拝見させていただいて、

いろいろなネットでも見させていただいて、いろ

いろ勉強させていただきましたけれども、この本

体の耐用年数は大体どのくらいなのか、伺います。 

○障がい援護課長 本体の耐用年数は５年でござい

ます。 

○長井まさのり委員 この基準額が９万９，０００

円と少し高額でございますけれども、この５年経

過すると再支給できるのか、伺います。 

○障がい援護課長 ５年の耐用年数を超えたら再支

給ができる仕組みになっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。再支給できる

ということでございます。 

  この介護保険では、特定福祉用具の排せつ予測

支援機器で購入可でございますけれども、常にお

むつで生活されている方や、例えば寝たきりの方

などには、少し適さない状況もあるのかなと思い

ます。実績は、この介護保険の中では若干少ない

のかなと思います。確認ですけれども、実績、過

去３年間ではどのぐらいあるでしょうか。また、

この施設導入の実績であったりとか、状況ももし

分かれば伺います。 

○介護保険課長 介護保険における排せつ予測支援

機器の導入状況でございますけれども、こちら令

和５年度から直近までの実績といたしましては、

購入は１件のみということでございました。 

  やはり長井委員おっしゃったように、こちらを

使える方というのがトイレで自立をした排尿が困

難な方、かつ予測によってトイレで排尿が見込め

る方という条件がございます。介護の場合どちら

かというと寝たきりの方ですとか、そういった方

も多くございまして、御自身でトイレに行けない

というような常時おむつを使用しているような方

というのがこちらの対象にはなっていないという

ところで、件数が伸びていないというふうには認

識をしております。 

○長井まさのり委員 そうですね。介護保険制度の

中ではそうなのかな。だから、この★★の中とい

う要望が出てきたのかなと思います。 

  実際に使用された方から話を伺ってきました。

トイレに行くタイミングが分かり安心感があった

とか、また、失禁を減らすことができたという感

想でございました。介護する側からは、おむつを

適切なタイミングで交換することができたり、本

人の希望に沿って排せつを続けられたことが尊厳

の維持につながったというそうしたお声もござい

ました。また、失禁回数であったり、おむつの使

用、枚数の減などもそうしたメリットにもつなが
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っていくのかなと思います。 

  これまで区民や関係団体から、このＤＦｒｅｅ

（ディフリー）を日常生活用具に追加してほしい

という要望は受けていないという記載があります

けれども、今後のこの調査研究の中で、区民や団

体等からしっかり声を聞いていただきたいと思い

ますけれども、その点についてはいかがでしょう

か。 

○障がい援護課長 しっかり声を聞くようにしてい

きたいと思っております。 

○長井まさのり委員 しっかり声を聞いていただき

たいと思います。また、紙おむつの支給制度では、

日常生活用具の中で、知的障がいが対象外になっ

ているかと思いますけれども、この陳情の要旨に

もあります給付対象の範囲で、知的障がい者・児

もこのＤＦｒｅｅ（ディフリー）の対象として検

討していただきたいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

○障がい援護課長 知的障がいの方も、トイレのト

レーニングだとかお子さんも含めて、対象になり

得る機種とは認識していますので、どういった方

が障がいの程度ですとか状態像とか含めて検討し

ていきたいと考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  他自治体もしっかり注視をしていただきながら、

現在３区ですけれども、準備を進めている区もあ

るようにも聞いています。日常生活用具としてス

キームも検討し、進めていただきたいことを要望

して終わります。 

○横田ゆう委員 今、長井委員からもありましたよ

うに、非常に有効であるという話を聞きまして、

そして、実際に使い始めた方からお話を伺いまし

た。介護者の方がスマホで尿量がどれぐらいたま

っているのか確認して、トイレに誘導して座らせ

ると、やはり少し時間がかかったそうですけれど

も、排せつできたということです。しかし、これ

が機械本体がやはり９万９，０００円、そのほか

の備品を入れると１０万円を超えるということで、

誰でも買えるような状況の値段ではないと思いま

すが、どうでしょうか。 

○障がい援護課長 横田委員おっしゃるとおり、や

はり個別性の高い機種として、かなり高額なもの

と認識しております。 

○横田ゆう委員 それから介護の方でこの利用が２

０２２年から始まった、福祉用具の対象となった

ということで、実績がまだ１件ということでした

けれども、介護の方では、非常に周知が足りない

というです。 

  それともう１つには、やはりこの障がい者の方

の方がむしろこういった機器についてはすごく有

効性があるのではないかというふうに感じました。

そして、この介護の方で、どういう目的で導入さ

れたのかというと、まずは、介護者の負担の軽減

ということで、排せつ処理ですとか、おむつポー

タブルトイレの頻繁な洗浄の作業の削減。そして

２つ目には、利用者の尊厳の維持とＱＯＬの向上

ということ、介護者に気兼ねをしなくて、自分の

タイミングで排せつできる環境、おむつに頼らな

い生活を維持しやすくなるということ。それから

三つ目には、衛生的な環境、排せつ物が肌につか

ない、そういう肌トラブルの予防にもなると、こ

ういったことがうたわれて導入されたわけです。 

  今、まだ周知が足りない状況ではありますが、

実際に利用者の家族の負担軽減になるということ

で導入されています。ですので、やはり障がい者

の方がむしろ若いですし、訓練とか、また介護者

の方の軽減とかということでは、介護分野よりも

むしろ有効に働くかなというふうに思います。こ

れは意見です。 

○野沢てつや委員 私ちょっと使いました。これで

すね。この機械を下腹部にゼリーを塗って貼りま

す。かなりちゃんと貼らないと拾ってくれません。

その上で、スマホのＢｌｕｅｔｏｏｔｈをつなげ

ると、スマホで画面が出まして、まず測定ボタン
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押すと測定してくれて、そのあとコップみたいの

が出て、あなたの今の膀胱の１０％たまっていま

すとか、２０％たまっていますとか、３０％たま

っていますとか、そういったのが分かるようなも

のです。センサーは付いているけれども仕組み自

体はそんなに複雑ではないということで、無線で

できますので、非常に取っつきやすいのかなと思

います。 

  多分この対象とする方なのですが、尿意が全く

ない方と、あと尿意が伝えられない方、そして尿

意が理解できない方、この３種類の方がいらっし

ゃるのかなと思います。私は、尿意が全くないも

のなので、時間を決めて自分で排尿しているので

すが、ちょっと私にとって有効かどうかを確認し

たところ、正直そんなに有効ではないなと思って

いて、そんなに頻繁にスマホを見るのはちょっと

なかなか……スマホ見て、２０、４０とか５０と

か、そういう確認はちょっとなかなか使いづらい

なというのがありました。 

  ただ一方で、尿意が伝えられない方とか、あと

尿意が理解できない方、先ほど執行機関の方から

お話があったとおり、知的障がいの方にとっては

非常にこれが有効なのかなと思います。画面にｉ

Ｐａｄとかそういうタブレットで画面付けっ放し

にして、どれぐらいたまったかというのを常時把

握できるような状態にしておけば訓練にもなりま

すし、おむつを使う頻度も大分減るのかなと思い

ます。 

  使い方、本人の状態によって、ニーズは違うの

ですが、個人的価値観関連から言うと、全く尿意

がないという方に関しては、ちょっと微妙ではあ

るものの、尿意が伝えられない方とか、尿意が理

解できない方に関しては、一定の効果があると考

えております。 

  ですので、執行機関には、この願意があるよう

に、一定的に効果が認められると思いますので、

前向きに取り組んでいただけたらと思います。 

  以上です。 

○岡田将和委員 野沢委員から詳細な御説明をいた

だいて、大変勉強させていただきました。思った

より本当に装置が小さいのだなというふうに感じ

ました。 

  私もＤＦｒｅｅ（ディフリー）のホームページ

なんか拝見させていただくと、充電時間が１時間

で４０時間使えると書いてありましたが、その使

い方によってもバッテリーの消耗が違うと書いて

あるのですけれども、例えば私は、アップルウォ

ッチを使っているのですが、やはり充電するのは

結構面倒くさいなとか、充電するのは大変だなと

いうふうに思って、実はよく付けていないときも

あるのです。今回のＤＦｒｅｅ（ディフリー）と

いう商品が１０万円近くする商品ということで、

例えばですけれども、これ、例えば今回日用用具

として追加をした場合、支給をした方々に、半年

とか１年後に例えば使っているとか、使っていな

いですとか、そういう追っ掛けるリサーチみたい

なことというのはできるのでしょうか。 

○障がい援護課長 追っ掛けをしながらリサーチす

ることもできます。ただ、大前提として、やはり

使用ができるかどうかというところがかなり個別

性が高い機種でして、介護保険の方でも、実際に

お試しをして、効果が認められて購入に進むとい

うようなプロセスが取られておりまして、実際の

使用期間の中で、使い続けられるかどうかみたい

なところの御相談も併せてしていく機種と認識し

ております。 

○岡田将和委員 介護保険の方は、そういうふうに

実際に試しに、試運転というか試行ができるとい

うことなのですけれども、今回、例えば日用用具

に追加認定した場合も同じようなスキームという

のは取れるものなのでしょうか。 

○障がい援護課長 そのように取ることは可能です。 

○岡田将和委員 すごく実物も拝見させていただい

て、やはり★★をしたいというお気持ちを伝えら
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れない方々にとっては、本当に必要な用具なのか

なと思う一方で、こういう技術は日進月歩です。

ですから、やはり実際に、支給したはいいものの

使われなければ意味がないですし、実際に御本人

もそうですし、介助される方々が、やはり１日半

ごとにその機器をきちんと充電していただいて、

またジェルを塗って付けていただけるかというと

ころが結構おっくうだと、使われないなというの

も、やはりもったいないことですから。 

  そういったしっかり試しに使っていただいて、

実効性があるのかということと、試行して１年な

いし半年後に使われているかどうかということも

チェックしていただくのも必要なのかなと思いま

したので、これは、意見要望でお願いいたします。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の御意見をお願いいたします。 

○岡田将和委員 障がいをお持ちの方々が排尿する

意向を伝えられるようなこのＤＦｒｅｅ（ディフ

リー）という製品は、先ほど野沢委員からも御説

明いただいたので、よく理解をさせていただきま

した。我が会派として採択でお願いします。 

○長井まさのり委員 一日でも長くトイレで排尿を

したいと、また本人や介助者も含めて、必要とさ

れる方には効果的で有効性があると思います。ま

た、対象を少し幅広くしている自治体も中にはご

ざいますので、今後調査研究を進めていただきた

いと思います。採択でお願いいたします。 

○横田ゆう委員 やはり障がいをお持ちの方が使う

には本当に有効性があると思いますし、高額です

ので、本当に必要な方が購入できるよう、採択を

求めます。 

○野沢てつや委員 先ほど岡田委員からもお話があ

ったように、効果検証してから上手にするのもよ

いですし、あとはレンタルもありますので、そう

いった毎月のレンタルの補助でもいいと思います。

有効性は認められると思いますので、採択でお願

いいたします。 

○白石正輝委員長 それでは、２陳情につきまして、

採決をいたします。 

  （９）受理番号２２、（１０）受理番号２３に

つきましては、採択すべきものと決定することに

御異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 御異議ないと認め、さよう決定

させていただきます。 

  以下の審査に直接担当でない執行機関の退席を

認めます。 

［執行機関一部退席］ 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 それでは引き続きまして、所管

事務の調査を行います。 

  （１）糖尿病対策に対する調査についてを単独

議題といたします。 

  何か御質問ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは続きまして、（２）令和８年度地方都

市行政調査についてを議題といたします。 

  行政調査につきましては、机上に計画日程表を

配りましたので、この日程でよろしくお願いした

いと思います。 

  なお、新幹線ですので、時間厳守でよろしくお

願いいたします。待てませんので、時間に遅れな

いように、東京駅の新幹線１６番ホームでお待ち

いただきたいと思います。 

  それでは、視察でございますが、第１日目を滋

賀県草津市の「健幸都市くさつ」の取組について

を視察したいと思います。 

  ２日目は、岡山県倉敷市の「くらしき健幸プラ

ン」についてを視察したいと思います。 
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  ３日目は、岡山県の職場体験を通じた福祉介護

職の人材確保、★★についてを調査することに、

先ほど正副委員長会で決定いたしておりますので、

委員派遣の承認を議長より、現地からも受入れの

承諾もいただいておりますので、机上に配付のと

おり、視察をさせていただきたいと思います。 

  なお、今日欠席ですけれども、骨折であした退

院ということですので、視察には参加できるとい

うことですので、是非よろしくお願いしたいと思

います。 

  長時間になりましたので、一時厚生委員会を休

憩させていただいて、それで報告事項に入りたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

午前１１時５７分休憩 

午後 零時０１分再開 

○白石正輝委員長 まだ時間が少しありますけれど

も、全員そろいましたので、ただいまより厚生委

員会を再開いたします。 

  先ほどの地方行政調査につきましては、報告書

は、正副委員長に御一任いただきたいと思います

が、御異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 異議ないと認め、さよう決定さ

せていただきます。 

  なお、報告については、正副委員長を出してい

ない会派、並びに個人には提出する以前にお見せ

しますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 それでは、ただいまより報告事

項に入りたいと思います。 

  報告事項（１）を福祉部長から、（４）・（５）

は先ほど報告していただきましたので、（２）と

（３）を高齢者施策推進室長から、（６）を足立

福祉事務所長から、（７）を足立保健所長から報

告願います。 

○福祉部長 それでは、厚生委員会の報告資料福祉

部の２ページをお開き願います。 

  件名は、障がい福祉センター幼児発達支援室、

通称「ひよこ」の千住分室の今後の方針について

でございます。 

  こちら、千住分室につきましては、令和４年度

当時、西新井の幼児発達支援室が慢性的に混雑を

していたというような状況がございましたので、

令和４年度に臨時的に開設をさせていただいたも

のでございます。いつまで開設するかというのも、

令和７年４月に当時開設予定と言っていた新児童

発達支援センター、今の三幸学園の東京みらい中

学校があるところです、あそこに新しく支援セン

ターができるというところの運営状況を判断して

からということにさせていただきました。 

  今後の方針についてなのですけれども、今年度、

令和９年３月末で閉室をさせていただきたいとい

うふうに思っております。 

  項番２、理由でございますが、まず利用の児童

数が全体的に減少してきておりまして、千住分室

の方々の分も含めまして、今、西新井の本部で対

応ができるという状況になってございました。ま

た、項番３なのですけれども、今、千住分室があ

った場所なのですが、もともと昔保健所があった

場所、その後産業振興の施設になっていたのです

けれども、そこが空室になっていたところを利用

させていただいていたということで、ものとして

は非常に古いところでございました。４月上旬に、

台風、大雨が降ったときに、天井がその雨の影響

で一部崩落をしたというような部分がございまし

て、建物が非常に老朽化をしていて、きちんとし

た復旧には時間を要するというようなこともござ

いました。 

  また、３ページの（４）ですが、東京みらい児

童発達支援センター、令和７年から運用を開始し

ていますけれども、今のところ順調に推移をして

おりまして、恐らくこの千住のところの部分もカ
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バーしていけるだろうというような状況になって

いること。また、その東京みらい児童発達支援セ

ンターが来年度千住地域にも巡回のバスを回して

いただけるというようなことになった話をいただ

いておりまして、その方向で今準備をしていただ

いております。 

  したがいまして、千住の方々の足というところ

も一定程度確保できるというような見通しも付き

ましたので、今回閉室ということにさせていただ

きたいというふうに思っております。 

  今後の進め方でございますが、現在利用の方、

特に、今年度利用の方はもちろんなのですけれど

も、それ以外の方々についても個別に説明させて

いただくというところで進めていきたいなという

ふうに思っているところでございます。 

  私からは以上です。 

○高齢者施策推進室長 引き続き４ページを御覧く

ださい。 

  （２）足立区認知症施策推進計画の骨子案等に

ついて御報告いたします。 

  計画策定の趣旨ですが、今年度令和８年４月に

認知症の条例が施行されました。条例に示しまし

た「認知症になってもやりたいことを諦めずに挑

戦する意欲を持つことができるまち」「本人や家

族等も安心して住み続けるまちの実現」こちらを

目指し、総合的またかつ計画的に認知症施策推進

するために計画を作成するものです。 

  計画では、新しい認知症★★に基づきまして、

認知症の診断をされた前後でも安心感が持てるよ

うなそういった支援体制についても記述をする予

定でおります。 

  基本理念に、実現のために３つの目標も設定を

いたします。 

  計画の骨子案ですが、別紙で付いておりますの

で、御確認いただければと思います。 

  計画期間につきましては、一応６年間というこ

とで定めます。また、その６年の間に国や都の計

画改定とか社会状況等の変化がございました場合

には、適宜見直しを行っていく予定です。 

  １１月２５日から１２月２５日、パブリックコ

メントを実施する予定でおりまして、★★３月に

は計画策定に向けて進めてまいります。 

  続きまして、１３ページになります。 

  （３）足立区地域包括支援センター西新井本町

における現受託法人からの業務委託契約の終了の

申出、及び後任受託法人の選定についての御報告

となります。 

  包括西新井本町、受託法人は医療法人社団八葉

会ですけれども、まず、８月４日にこれまで法人

内で事業の見直しを検討してきた結果、事業規模

の適正化を図るためということで、今年度末の契

約終了のお申出がございました。ただ、９月に入

りまして、９月１８日ですけれども、退職者が出

たことによりまして、相談業務に関われる人員の

不足が継続的にされる状況だということで、また

お申出があり、令和８年度の途中１２月末までの

受託ということでのお申出があったところです。

本来であれば、公募型のプロポーザル当初予定し

ておりましたけれども、１２月末で撤退されると

いうことですので、地域住民の方々に福祉サービ

スの空白の時間を発生させてはならないというこ

とで、項番４に記載がありますように、受託候補

事業者の選定ですけれども、介護保険法に基づく

業務委託の評価が上位の結果が出ている法人、そ

れから西新井本町の近隣で包括を運営するそこの

法人から受託可能な法人を１社選定いたしまして、

特命随意契約を締結する方向で進めたいと考えて

おります。 

  業務委託期間ですけれども１４ページになりま

す。１月から３月末までの３か月間と、来年度令

和９年度の１２か月、合わせて１５か月で今回業

務委託期間として、お願いをしたいというふうに

考えております。 

  御報告の後ですけれども、１０月中旬頃から受
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託候補法人に意向確認を進めまして、１月には新

事務所設置等で事業が始められるように進めてま

いりたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○足立福祉事務所長 それでは、引き続き福祉部の

報告資料１９ページを御覧いただきたいと思いま

す。 

  「生活保護相談における窓口対応の検証」及び

「相談窓口の録音」に関する再検証の答申に対す

る検討についてでございます。 

  こちら本年４月１５日開会の厚生委員会におき

まして、答申について報告したものでございます

けれども、その際に答申の中で再発防止策、改善

策の提言に対する区の対応を検討したため、報告

するものでございます。 

  項番１、協議会の提言と区の対応でございます。

（１）生活保護相談における窓口対応、こちら表

の中に４つほどございますけれども、特に、１番

目のところでございます。協議会の提言としまし

ては、生活保護法実施要領等についての研修を徹

底すべきであるというふうになっておりまして、

こちらは、生活保護の申請権侵害の事実が認めら

れて、厚生労働省の処理基準に従った対応もされ

ていなかったといった指摘ですとか、転宅費用の

一時扶助の説明、また施設への入所等についての

説明が不相当な説明があったといったことが元に

なっております。 

  したがいまして、区の対応としましては、毎年

実施する相談員向けの研修に生活保護法実施要領

等事例集、生活保護に関する裁判例などを組み入

れ、規範の遵守を徹底してまいりたいと思います。

その他につきましては記載のとおりでございます。 

  続きまして、２１ページでございます。 

  項番２、相談窓口の録音についてでございます。

協議会の提言としましては、①相談者の録音につ

いては、より自由に行えるようにすることが必要。

また、２番目に福祉事務所側の録音は、データの

管理と体制等の条件が整っていないものと見られ

るというものでございました。 

  区の対応としましては、相談者の録音について

は、現状どおり申出によって録音可能といたしま

す。他の相談ブース等の声が個人情報として録音

されてしまう可能性がありますので、申出の必要

性ということで表示をしたいと思っています。ま

た、福祉事務所側の録音につきましては、水掛け

論防止のために、相談者が申出により録音する場

合については、職員側も録音させていただきたい

というふうに考えております。 

  下のア、実施時期につきましては、要綱やシス

テム等の整備を行って、年度内を目途に実施いた

します。イの録音に関する課題と対策については、

記載のとおりでございます。 

  項番２の今後の方針ですが、再発防止策、改善

策を速やかに実施しまして、相談者、生活保護受

給者一人一人に寄り添った支援を行って、適正な

運用に努めてまいりたいと思います。 

  私からは以上でございます。 

○白石正輝委員長 次に、足立保健所長から報告を

お願いします。 

○足立保健所長 衛生部の報告資料２ページをお開

きください。 

  件名は、住宅宿泊事業（民泊）施設における令

和８年度上半期立入調査結果の中間報告について

です。 

  項番２（１）を御覧ください。５月から８月ま

でに計８２件実施いたしました。 

  続いて、項番２（２）を御覧ください。衛生管

理状況は、約８０％の施設が良好でした。また、

指導該当項目は３ページから４ページに記載して

おります。 

  項番３を御覧ください。今後の方針ですが、法

令違反の事業者に対しては、口頭指導、文書指導

及び改善報告書の聴取等を行っております。また、

立入り調査の結果、不適切な管理運営を行ってい
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る事業者が確認できたこと、多くの区が規制強化

を実施予定、又は実施していることなども踏まえ、

足立区においても令和９年度第１回定例会での条

例改正に向けて検討してまいります。 

  ５ページは、旅館業及び民泊に関する参考資料

となります。 

  私からは以上となります。 

○白石正輝委員長 ありがとうございます。 

  それでは質疑に入ります。 

  何か質疑ございますか。 

○石毛かずあき委員 私からは、福祉部で２点、そ

して、衛生部で１点お伺いさせていただければと

思います。 

  まず、区の認知症施策推進計画の骨子案等につ

いてなのですけれども、この計画策定における御

本人や御家族の声の反映というのが当然大事にな

ってきておりまして、様々な介護施設、また高齢

者福祉施設、様々な相談窓口には、★★でも申し

上げましたけれども、しっかりと区の対応を今も

行っていますけれども、更に丁寧にやっていただ

きたいというお願いをさせていただきました。 

  その上で、区が策定中の計画で、認知症の方を

単に支援される対象としてのみ捉えるのではなく

て、地域の中で自分らしく、そして暮らしやすい、

また、希望や力を発揮できるのだというそういう

存在なのだとして捉えていく。こうした方向性で

足立区は取り組みされているということについて

は、大変評価されるべきところだと思うのです。 

  今後、御本人や御家族が計画の策定、進捗の確

認及び評価に継続して参画できる仕組みをどのよ

うに構築していくお考えなのか、まずお伺いさせ

てください。 

○高齢者はつらつ支援課長 計画策定におきまして

は、条例の施行のときもそうでしたけれども、御

本人の声を反映させるというところが重要と考え

ております。今、本人ミーティング等やっており

まして、そちらで直接お声を聞くなどというとこ

ろをやっております。 

  また、これを継続的に声を聞く仕組みというと

ころですけれども、こちらについては、定期的に

そういった場にこちらの職員も行かせてもらうと

いうところをしまして、定期的な意見の聴取とい

うところをやっていきたいと思います。今、地域

包括ケアシステム推進会議の認知症部会でやって

おりますので、そちらでも報告することで、継続

的に認知症の方の御本人の御意見を聞いて、それ

を御報告して、施策に反映させるという仕組みを

構築していきたいというふうに考えております。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  そして、本人ミーティングというのは、私も多

少調べましたけれども、２３区では世田谷区の取

組にも★★にも入っているし、また京都市もその

ような同様な取組をされているいうことで、今ど

んどんそのような形で進められているということ

ですので、引き続きよろしくお願いいたします。 

  そして、区が「やりたいことが叶うまち」を掲

げて、認知症の方の思いや社会参画を重視してい

る、そうした視点というのがやはり大事なのです

よね。この理念を区民の皆様が実感できるような

計画に今後していくためには、やはり御本人と御

家族の声が施策に対してどう変化を与えていって

いるのかなというところが大事だと思うのです。

ですので、この計画策定に当たって、認知症の方、

御本人、また、とりわけ声を上げにくい方、そう

した方の希望をどのような形で、どのような方法

で今後聞き取っていかれるのか、お伺いしたいの

ですが。 

○高齢者はつらつ支援課長 今後につきましては、

声を上げづらい方というところで、特に認知症の

診断の前後というところで、非常に御本人不安に

なるというところで、「あなた、認知症じゃない

のか」と言われるところで病院に行くとか、あと

は、認知症と診断されたときに、「自分は認知症

だ」と言いづらいとかというところがあります。
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それによって、いろいろな施策につながりづらか

ったり、意見が発しづらかったりというところが

ございます。そういったところを緩和させるため

に、今後、例えば認知症に既に診断された方を先

輩として、その先輩の方に御相談できるようなそ

ういった当事者同士のピアサポートという仕組み

も考えてまいりたいと考えております。 

○石毛かずあき委員 先ほどもありましたけれども、

やはり地域包括も含めて、様々な政策意見をいた

だいて、施策、計画を変えていく。変えていった

ものがどこが変化していくのか、私たちは継続的

なお声をそうしたところで聞いていただけるとい

う取組を行っているということでした。 

  もう１つは、今ありましたピアサポート体制で

すよね。これについても、やはり重点的に進めて

いるというところは評価されるべきところであっ

て、やはり同じ経験を持つ方々がその不安や悩み、

そうしたものを共有できる場というのは、一番大

事なのは孤立を防ぐことですから、そうした診断

後の生活に、またふだんから希望を持っていって

いただけるようなそうした上でも大変大切な取組

ですので、是非よろしくお願いいたします。 

  目標の３について、大切な取組なのですけれど

も、ここで診断を受けた後で、どこへ相談すれば

よいか、また今後の生活はどうなるのかと、やは

り不安を抱える御本人や御家族、お身内の方々も

どうしても少なくない。これだけやっていてもと

いうところはあるのですけれども、なので、先ほ

どおっしゃった地域包括もそうですし、医療機関、

認知症初期集中支援チームというのですか、そう

した皆様が連携して、診断直後から必要な支援に

つなぐ体制については、今後どのような形で、具

体的に計画で示されると思うのですけれども、何

かあったら教えてください。 

○高齢者はつらつ支援課長 認知症の診断につなが

る、まずは認知症の検診、こちらが最初の入り口

になるかと考えております。こちらからの認知症

検診の後に、例えば地域包括支援センターの職員

がフォローに入るとか、そういったところを来年

度以降重視していきたいというふうに考えており

ます。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございます。 

  続きまして、生活保護の相談窓口についてなの

ですけれども、ここにありますように、やはり区

が第三者からの提言を受けて、職員の研修だった

り、苦情への対応の経路だったり、相談時の録音

に関する標準を見直す方針を示しているところは

大変いいと思うのです。それで、資料に録音環境

やデータ保存の課題も記されていて、制度を整え

た後に相談者の安心と職員の方々の適正な対応に

どのようにつながったのかというのを確かめる必

要があると思うのですよね。 

  その上で、こうした生活保護の相談をめぐる提

言に対して、区が再発防止策を示したこと、どの

ように受け止めているのかということがやはり大

事になってくると思うのです。 

  相談に来た方が安心して事情を話せて、職員の

方々が適正な法令理解に基づいて対応できるこの

両方が重要です。研修やマニュアルの見直しの後、

相談者への説明、苦情の受け止め、管理職の方々

への報告が適正に行われているのかどうなのか、

今後区はどのようにこれを検証していくのか、お

伺いします。 

○足立福祉事務所長 なかなか検証というのも難し

いところあるとは思うのですけれども、実際にや

ってみて、特に録音についてのところは、まずち

ょっと始めさせていただきたいというところがあ

ります。そこについては、職員の声も聞きながら、

あと相談者側が相談がいい環境になったのかどう

かというところも、職員からしっかり聞き取って

まいりたいというふうに思っております。 

  また、研修については、今まで総合相談係の研

修というのが特化してやっていなかったところが

ありました。そちらについても、是非研修が終わ
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った後も、成果というか自分にとってその研修が

これから参考になるのか、また、そういったまだ

課題があるのか、こういったこともやってほしい

とか、そういったような要望も聞き取りながら進

めていきたいというふうに思っております。 

○石毛かずあき委員 どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

  当然録音についても、利用目的、その保存の方

法だったり誰が閲覧できるのかをしっかりと明確

にした上で、そうしたことを相談者側にも分かり

やすく説明することも大事ですから。そして、運

用開始前何を確認したのか、また、開始後の課題

をどのように見直していくのかというのも必要で

すので、引き続きよろしくお願いいたします。 

  最後、衛生部の民泊の件です。これだけちょっ

と確認だけさせていただきたいのですけれども。 

  説明資料の中に、立入調査では、避難経路を表

示していないが１９件数あって、また外国人宿泊

者への火災・地震等の連絡先の案内がない事例と

いうのがやはり１９件、新しい表だとちょっと増

えていましたね。それで、あと火災防止の説明を

していないというのも、最初いただいた事前説で

は３１件だったのですけれども、こうした件数と

いうのは上がっていますが、まずは、ちょっと気

を付けなくてはいけないのは、これは延べ人数で

すものね。施設の数というわけではありませんよ

ね。ですから、そうした意味で、こちら側として

も判断していかなくてはいけないのかというふう

には思うのです。 

  そこで、やはり今後の方針の４ページのイにあ

りますように、区としては、このような調査を行

って、文書指導を行い、改善したかどうだかの確

認まで行っています。こうしたことは非常に評価

できますので、その上で、やはり事故が起こる前

に是正を徹底できることが重要になってくるのか

なというふうに思います。難しいのかなというこ

ともあります。 

  今回のこの中間報告書で、避難経路の表示や火

災時の案内など宿泊者の命に関わる事項にも不備

が確認されています。そうした指導した施設につ

いて、是正が完了した件数、又は再点検について

の改善が確認できない件数というのを今後区はど

のように把握して管理されていくのかというのが

もしあれば教えてください。 

○生活衛生課長 今回の立入りでこういった指導事

項があったところについては、その場ですぐ改善

していただけるようなところというのはその場で

改善しています。ただ、当然次までに改善とかと

いう話については、改善の御連絡をいただいて、

また再度確認に行く。こちら全施設１回立入りを

した後もこの立入りについて、やはり今後も継続

して行っていく必要があると今考えておりますの

で、その辺り今後どの程度の頻度になるかという

のはまだ決まっているわけではないですけれども、

定期的にやはりこういった施設の立入調査、確認

を続けていって、そういった宿泊者等の安全につ

いては確保していきたいと考えております。 

○石毛かずあき委員 最後なりますが、宿泊者向け

の多言語による避難・連絡先案内を、やはり近隣

住民も速やかに連絡できるようなそうした管理者

情報について、条例改正や届出地の確認を通じて

徹底すべきというふうに考えるのですけれども、

その点、区の見解はいかがですか。 

○生活衛生課長 今ちょっとその条例改正の中身ま

では固まっているものではございませんが、当然

民泊の施設、付近に住んでいる方々にも影響はあ

りますので、どういった改正が必要かということ

については、今後いろいろな角度から検討してい

きたいと思います。 

○石毛かずあき委員 ありがとうございました。 

○長井まさのり委員 私から 1点だけ。地域包括支

援センター事業業務委託プロポーザルについて伺

います。 

  事業規模の適正化を図るため、当該事業より撤
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退ということでございますけれども、圏域の高齢

者の人口はどうか。また、介護予防チェックリス

トを踏まえて、実態把握訪問の人数はどうか、伺

います。 

○高齢者はつらつ支援課長 包括西新井本町は、圏

域の高齢者人口は約６，０００人、実態把握対象

者の見込み数は約１，０００人となっております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、こうした事例はこれまでもあったかと思

います。やはり事業規模の適正化などの理由であ

ったのか、伺います。 

○高齢者はつらつ支援課長 これまでは、令和５年

度から新田が新しい事業者に替わって、令和４年

度に申出があったものです。あと、令和６年度こ

ちらは、包括の千住本町が新しい事業者に替わっ

ております。新田のところでは、事業者からは、

経営上の判断というところを聞いております。千

住本町は、病院があったのですけれども、こちら

の閉鎖と同時に法人も解散するというところで、

千住本町の事業も終了するというお話がありまし

た。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  今回退職者が出たことにより、令和８年度の途

中１２月末で業務委託契約が終了するとのことで

ございますけれども、今後特命随意契約とのこと

で、期間がない中、見込みについてはいかがでし

ょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 もう１２月で終了、待

ったなしの状況というふうに考えております。今、

特定の事業者があるというところではありません

けれども、情報を収集して、１０月中旬に意向確

認が終了するように動いているところでございま

す。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  本来は、十分な期間を確保していただきたいと

ころでございます。最速で引継ぎ期間のスケジュ

ールを見ると、１１月下旬からとなっております。

もう年末で忙しい中、約１か月ぐらいしかないと

いう状況で、業務に支障が出ないように丁寧な引

継ぎをお願いいたします。 

  決まったとして、この１月以降についても御協

力をしっかり求めて、連携をちょっとしていただ

きたいと思いますけれども、いかがですか。 

○高齢者はつらつ支援課長 西新井本町の事業者の

当然引継ぎというところもありますし、西新井本

町も地域に根差した活動をずっとやってきたとい

うところがございますので、法人で可能なところ

については、協力していただけるように求めてま

いります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、情報が途切れることがないように、業務

システムについても、しっかりよろしくお願いし

たいと思います。 

  また、もしこの期間がないという状況で、特命

随意契約で決まらなかったらどうなるのか。区直

営となるのか、それとも社会福祉協議会に委託す

るのか。まだ今の段階ではあれかもしれませんけ

れども、その考えについてはいかがですか。 

○高齢者はつらつ支援課長 今回、特命随意契約で

事業者を探しておりますけれども、まずは、当然

この特命随意契約の事業者を探すというのが最優

先になっております。そうならなかった場合、な

かなか事業の運営がどうやっていくのかというと

ころ、直営であったりとか、ほかの包括でフォロ

ーだったりとか、あとは、機関で何らか対応でき

ないかとか、そういったところは、あらゆる手段

で一番ベターなものを考えていくというふうに考

えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、今回これは、西新井本町が特命随意契約

であったため、財務評価に掛かっていなかったと

思います。今後については、実績のあるところに

お願いするかと思いますけれども、ある程度の財

務状況の確認もしっかり行っていただきたいと思
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いますけれども、いかがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 西新井本町は、確かに

今まで業務の評価はさせていただいておりました

けれども、財務評価というところはなかった状況

です。今、令和７年度からプロポーザルを順次進

めておりまして、各包括、プロポーザルの契約に

切り替えているところでございますので、プロポ

ーザルの中では、財務評価をさせていただいてお

ります。西新井本町も、今回は、いろいろな評価

で特命随意契約結ばせていただきますけれども、

プロポーザルになった際には、そこのタイミング

でも財務評価をしていくということになります。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、委託費、人件費については、これまで３

年に１回であったかと思います。令和８年度につ

いては、臨時的に３年の周期にかかわらず見直し

を行ったかと思います。昨今の物価高騰であった

り、人件費の高騰を踏まえて、毎年の見直しを検

討すべきと思いますけれども、これについてはい

かがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 これまで３年に一度の

見直しというところで、令和８年度は、臨時的に

見直しをしたところでございます。物価高騰の折

というところで、非常にそれがこれまでの想定を

超えていたというところで、今年臨時的にしてお

ります。 

  今現在のこの物価高騰、人件費向上の状況を考

えますと、毎年の見直しというところも、毎年そ

れが必要かどうかというところを見ていかないと

いけないというふうに考えております。 

○長井まさのり委員 分かりました。 

  また、しっかり毎年の見直しについても検討を

重ねていっていただきたいと思います。 

  先ほど、この西新井本町の実態把握、訪問の人

数は約１，０００人ということでございました。

地域への影響も大変大きいため、必要な情報をし

っかり丁寧に、速やかな周知徹底をお願いしたい

と思います。また追加で、千寿の郷においても、

業務委託契約終了の申出もございました。千住地

区の包括再編の案も踏まえて、速やかに後任の受

託法人の検討を進めていただきたいと思います。

これは要望して終わります。 

○横田ゆう委員 私の方からも地域包括支援センタ

ー西新井本町のこの件について質問します。 

  今回、地域包括支援センターが立て続けに撤退

が相次いでいるということで、２年半前には、愛

寿会が累積赤字のために撤退をしたということ、

千住本町、そして今回は八葉会。これは、相談業

務に関わる人員の不足ということになっておりま

す。そのあとには、健和会が人員不足と赤字とい

うことで、本当に次々とこういう事態が生まれて

いるということでは、大変深刻な事態だと思って

おりますが、どうでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 先ほども申し上げまし

たので、令和４年から１件、令和６年に１件で、

今年度については２件の包括が撤退というところ

になっております。事情は、各事例によって様々

ではございますけれども、西新井本町については、

事業規模の適正化というところを法人が判断した

というところでありまして、手の届く範囲の事業

をやっていきたいというところで、包括は閉めさ

せていただくという申出があったというところで

ございます。 

○横田ゆう委員 この流れは、一部にとどまらない

で、これからもこの流れが続いていくのではない

かと懸念しておりますが、どうでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 地域包括支援センター

の業務については、幅広くやっていただいており

まして、地域の皆様からも信頼されているところ

でございます。ただ、業務が非常に幅広くやって

いただいているということで、職員の負担も大き

いというところがございます。職員の負担の軽減

を重視して、地域包括支援センターとも情報交換

しながら今やっているところでございます。 
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  また、経営判断というところで、法人によって

様々な判断があるというところかと思います。そ

ちらについて、こちらから申出できるところ限ら

れておりますけれども、少なくとも先ほど申し上

げましたような委託費の見直し、こちらは適正に

やっていきたいというふうに考えております。 

○横田ゆう委員 やはり現場からは、１，５００万

円、２，０００万円のようなそういう巨額の累積

赤字が出ているということも訴えられております

ので、やはりこの赤字の問題、そして人員が本当

に重要な仕事であると思いますけれども、それが

確保できないという本当に深刻な事態が浮かび上

がっていると思います。 

  やはりこれまで包括の運営は赤字を出しながら

も、併設する介護事業所の少ない介護報酬から補

塡しながら頑張ってきたという実態があると思う

のですね。人員も赤字ももう限界だと言っている

ところに、３年ごとのプロポーザルを受けて成績

を付けて競わせる、これでは、ますます撤退の要

因を深めると言えると思いますが、どうでしょう

か。 

○高齢者はつらつ支援課長 まず、プロポーザルに

ついては、５回更新ができるので６年に１回とい

うところになります。３年間というのが、今２５

包括を順番にプロポーザルを掛けているのですけ

れども、３年間のこれまでの業務評価の成績の順

番で、低い順にプロポーザルの順番を決定してい

るというところが３年間ということかと存じます。 

  プロポーザルについては、今、もともとの特命

随意契約よりも公平性というところで、契約の原

則にのっとったものというところになっておりま

す。プロポーザル、原則的な価格だけの競争入札

では、今の包括の事業というのは委託は難しいと

いうふうに考えております。一定程度の競争性を

確保するというところで、プロポーザルを実施し

ているところでございまして、こちらについては、

この方針のまま続けさせていただきたいというふ

うに考えております。 

○高齢者施策推進室長 若干の補足ですが、八葉会、

それから健和会も、今回経営状態が悪いというと

ころが大きく出ています。その関係で法人全体の

業務規模をスリム化していくというようなことで、

八葉会については、包括を手放すという結果にな

りました。これは、これまでの特命随意契約で財

務状況まで区がきちんと確認できていなかったと

いうところがこういった結果になっているかなと

いうふうに考えておりまして、そこは反省すると

ころでもございます。 

  今後のプロポーザル方式になれば、財務状況を

きちんと専門家の方にも見ていただくこともでき

ますので、こういった経営状況が……というよう

な理由でのものというのは今後なくなってくるの

ではないかと考えております。 

○横田ゆう委員 是非財務状況をしっかりと見て、

抜本的に委託費を上げていただきたいというふう

に思います。 

  実際のところ聞いてみると、もう１，０００万

円、２，０００万円単位で累積赤字になっている

という状況がありますので、是非そこはよろしく

お願いしたいとは思います。それがプロポーザル

でなければできないということではないと思って

おりまして、プロポーザルに対応しようと包括は

頑張ろうとすると、点数を稼げるところだけに力

を入れるという弊害も出てきます。ですから、一

律機械的なプロポーザル方式は中止をしていただ

きたいというふうに思います。働く者の意識、や

る気がやはりそがれていきますので、そういった

ものはやめていただきたいというふうに思います。 

  そして、先ほどもありましたけれども、八葉会

が急に１月から撤退ということで、随意契約とし

ていますが、まだ法人の見込みが立っていないと

いうことです。やはりこれは一日も休めるような

業務ではないということですので、責任を持って

やるという意味では、もし、法人が見つからなけ
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れば、区が直営でやることになると思いますが、

どうでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 委託している事業では

ございますけれども、実施責任は区にあるという

ふうに考えております。直営にするというふうに

方針が決まっているわけではございませんけれど

も、一日も休むことができない業務というところ

は間違いございませんので、必ず途切れることが

ないように、区として対応していきたいというふ

うに考えております。 

○横田ゆう委員 分かりました。 

  やはりこの間のやり方に無理がある、これまで

に明らかによって委託費の問題と人員の問題、こ

ういう問題がこのような結果になったということ

になります。ですから直接包括からいろいろな意

見を聞きながら委託費の大幅なアップ、そしてプ

ロポーザルの中止を求めたいと思います。意見で

す。 

○岡田将和委員 私からも何点か質疑させていただ

きます。 

  ４ページの足立区認知症施策推進計画の骨子案

等についての中でも内報されていると思います。

私、今年３月の予算特別委員会において、ヒアリ

ングフレイル、難聴が認知症になるリスクが一番

高いということで様々な質疑をさせていただきま

した。新しく何か脳活ラボに機能が入るというふ

うに報告いただきましたが、その辺りについて、

もう少し詳しく教えてもらってもよろしいでしょ

うか。 

○高齢者はつらつ支援課長 聞こえの関係で認知症

との関連というところで、聞こえが悪くなってく

ると外に出掛ける頻度も減るし、コミュニケーシ

ョンも少なくなるというところで、認知症の発症

へのつながりが指摘されているところでございま

す。 

  聞こえについてですけれども、脳活ラボで今開

発中の機能なのですけれども、自分でちゃんと聞

こえているかどうかのチェックができるという機

能を、今開発しているところでございます。こち

らについて、来年導入できるように今準備を進め

ているというところでございます。 

○岡田将和委員 私も先日、綾瀬の町会の方とお会

いしたときに、脳活ラボ使っているよということ

で、いろいろな場所にチェックインをしてポイン

トをためていらっしゃる方がいました。そういう

ふうに親しんでいただいている脳活ラボの機能の

中に、そういう聞こえのセルフチェックが入ると

いうのはとても喜ばしいことだと思います。あり

がとうございます。 

  また、１０月６日のネットニュースの記事で、

墨田区がどうやら東京大学発のベンチャー企業、

スタートアップ企業とコラボレーションして、株

式会社ＩＧＳＡ（イグサ）という会社なのですけ

れども、スマートフォンで毎日毎日お話をして、

日記を付けるようなアプリがございます。私、実

は、墨田区にあるＳＵＭＩＤＡ ＩＮＮＯＶＡＴＩ

ＯＮ ＣＯＲＥという創業支援施設に視察に数か

月前伺わせていただいた際に、ＩＧＳＡ（イグサ）

の方とお会いさせていただきました。これは、「は

なしてね」というアプリらしいのですけれども、

これが墨田区として認知症予防施策の一端として

取り上げられておりました。脳活ラボも先ほど聞

こえのセルフチェック入るということでしたが、

やはり４月から条例化して、足立区は認知症に対

して本気で取り組むという姿勢を見せられており

ますので、墨田区のそういった動向も是非参考に

しながら様々アップデートしていただいきたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 墨田区のそういった日

記のようなアプリ等も含めて、様々なものが今あ

ると思いますので、新しいものもどんどん出てく

ると思いますので、そういったところを逃さずキ

ャッチできるように、今後も努めてまいりたいと

思います。 
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○岡田将和委員 ありがとうございます。 

  やはり認知症になられた方も、過ごしやすい、

住みよい足立区ということではありますが、埼玉

県川口市で悲惨な事故もありました。やはり認知

症になりだんだん進行が進むと、相手をおもんぱ

かれない言葉ですとか、在宅介護に行かれた方々

がいわれのない苦情ですとか、様々なことを言わ

れた介護士の方が８割以上いらっしゃるというア

ンケート結果もございます。ですから、介護業界

団体からもカスハラの窓口を作ってほしいという

お話出ていると思いますけれども、介護に従事さ

れている方々のためにも、元気で健康なシルバー

世代の方を増やしていただくことも必要かと思い

ます。 

  先ほどから、るるお話出ておりました西新井本

町、地域包括支援センターの件でございます。重

ならないようにちょっと質問させていただきたい

のですが、８月そして９月と、★★３月末が前倒

して１２月末に閉じさせてくださいということに

対応されている皆さん本当に大変かと思います。 

  そんな中ではあるのですけれども、この西新井

本町地域包括支援センターの範囲が西新井本町、

そして西新井栄町というエリアなのですけれども、

その中にどうしてもその事業所というのは置かな

くてはいけないものなのでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 事業所の位置につきま

しては、原則的には圏域内での設置を求めている

ところでございます。ただ、例外的に区が認めれ

ば、あまり遠くなければ認めているところでござ

います。 

○岡田将和委員 そこで、毎年介護保険法に基づい

て、業務委託評価されていますよね。令和７年度

の業務委託評価を見ると、この八葉会、平均が９

４．３６のところ９５．４６と、平均を上回る点

数がついております。また、細かく見てみると、

運営体制が８．８５、平均は９．４２ということ

なのですが、この業務委託評価について、そもそ

も委員というのはどんな方が委員になっているの

ですか。 

○高齢者はつらつ支援課長 業務委託評価の委員は、

区の管理職含めた構成になっております。 

○岡田将和委員 区内で２５か所ありますので、毎

年１月から２月に業務委託評価していただいてい

ると思うのですけれども、これは、事業者との面

接だけなのですか、それとも現地は見に行かれた

りもするのでしょうか。 

○高齢者施策推進室長 各包括の現地も見させてい

ただいております。 

○岡田将和委員 何が言いたいかと申しますと、毎

年法律に基づいて、ただやっているだけではない

のかと思ってしまうのですね。形骸化しているだ

けでは駄目だと思うのですよ。この業務委託制度

というのは、地域包括ケアシステムの中で中核的

な役割を担う地域包括ケアセンターがきちんと区

民のために委託されているかどうかをチェックす

るものであって、何かその点数が８．８５点で、

今回、来年３月末が１２月末になってしまいます

というこの評価自体がちょっと何か甘いのではな

いかと思うのですけれども、いかがですか。 

○高齢者はつらつ支援課長 確かに各包括の得点と

いうのは非常に高いものになっております。それ

は、当然業務をしっかりやっていただいているか

らというふうに認識はしておりますけれども、今

回のような西新井本町を、すぐに１月、２月に評

価をして、この８月には撤退の申出があったとい

うところは事実としてはございます。ただ、こち

らについては、法人の方の業務の見直し、業務規

模の適正化、スリム化というところの判断が大き

かったというふうに申立てを受けておりますので、

直接この運営自体が難しかったとか、そういうと

ころが評価によって見抜けなかったというところ

でも、直接は結びつかないのかなというふうには

考えております。 

○岡田将和委員 この業務委託評価制度の中で見抜
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けなかったというふうにおっしゃられますけれど

も、では、今回の西新井本町の地域包括ケアセン

ターだけでなく、千寿の郷もお申出がありました。

この地域包括センターを閉じたいというふうにな

っていることについての要因ですとか分析、やは

り区民に迷惑かけられませんから、そういったこ

とは今後していく予定でしょうか。 

○高齢者施策推進室長 今回の八葉会、それから健

和会いずれも医療法人です。本体の病院の方の経

営がかなり厳しいということは両法人からも伺っ

ております。包括の運営自体は、今、岡田委員が

御紹介いただいたように、例えば八葉会であれば

かなり高い点数で行っております。ですので、包

括としての運営はうまくいっているのだけれども、

法人全体で経営を考えたときに、それこそ業務の

効率というところで、包括をやむなく手放す結果

になったと。そこで、財務状況については、先ほ

ど申し上げたように、今後はプロポーザル方式に

なったときに、きちんと３年分財務状況は確認し

ていくことになりますので、今後はこういったこ

とは少なくなってくると思います。 

○岡田将和委員 随意契約から今後プロポーザルに

変わるということですが、やはり今回、昨日まで

あった決算特別委員会中に、高齢者施策推進室長

や高齢者はつらつ支援課長が説明に来てくれまし

た。やはりそういった区の職員の方々もきちんと

委託先が運営していただかないと、むしろ大変だ

と思いますし、実際近くにお住まいの皆さんも大

変な思いをされるということですので、この業務

委託評価制度の在り方についても、やはり一言申

し上げなければならないかなというふうに思いま

した。 

  世田谷区ですとかは、３種職、保健師・社会福

祉士・主任介護支援専門員の兼職ですとか、そう

いう柔軟な適正配置の緩和もされているようです

ので、そういったところも含めて、トータルで考

えていって対策していただければ大変ありがたい

ので、引き続きお願いしたいと思います。 

○野沢てつや委員 ほかの委員の方から本当にいろ

いろな御指摘があった、１３ページ地域包括セン

ターなのですが、そもそもなのですけれども、地

域包括センターの業務というのはどんな業務があ

るのですか。列挙していただけたらと思うのです

けれども。 

○高齢者はつらつ支援課長 まずは、総合相談業務

といいます相談を受ける業務ですとか、あと実態

把握訪問の業務、あと権利擁護、虐待の対応だと

か、あとは地域づくりの業務ですとか、ケアプラ

ンの業務、そういったものがございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。よくイ

ンターネットとかで検索すると、何か５０ぐらい

細かくあるみたいなのですけれども、何が言いた

いかというと、やはり業務が多過ぎるのかなと思

うのですね。ですので、これを整理統合し、取捨

選択しないと、ほかの包括事業所も持たないよう

な嫌いがあるのではないかと思うのですけれども、

その点に関する認識はいかがでしょうか。 

○高齢者はつらつ支援課長 やはりこちらの認識と

しても、先ほどから申し上げているように、様々

な業務をやっていただいていて、しかも地域に根

差してやっていただいているところでございます。 

  私も昨日地域の説明会に参加させていただきま

したけれども、そこでも地域包括支援センターの

センター長の方とか、ほとんどの町会の方とすご

くコミュニケーションを取っていらっしゃって、

本当にそれを実感いたしましたというところでも

ございます。 

  また、特に、足立区の場合ですと、実態把握訪

問というものを非常に重視しておりまして、スラ

イド部分については、こちらとしても、十分な人

員、基準を設定しているつもりではございますけ

れども、業務負荷が大変だというところの認識は

ございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 
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  執行機関の方々が認識されているとおり、やは

りちょっと業務過多になっていると思いますので、

そこら辺の対策が必要かと思います。 

  あと、撤退理由が何か医療法人で医療に集中す

る、経営不振というお話があったのですけれども、

これは、確認した上でやはり経営不振だというふ

うに認識された感じなのですか。 

○高齢者はつらつ支援課長 包括西新井本町の八葉

会からは、病院の運営も厳しいというところと、

あと業務のスリム化というところの申立てを受け

ておりまして、それについて、それが本当かとか

そういったところは調べていないところでござい

ます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  正直言うと、やめるときの言い訳なんていうの

は、どんな言い訳でもできてしまうわけで、本当

にそれが適正な理由かどうかというのは、ちょっ

と正直なところ疑わしいのかなと思うのですね。

それだけやはり業務的に採算性が合わない、人員

が取れないということで逼迫している赤字ではな

いかと思うのですね。ですので、撤退理由に関し

ては、正直なところ本当に後付けな感じがあるの

ではないかと思うのですよ。ですので、先ほどほ

かの委員の方からもお話があるとおり、適正配置、

そして適正な業務、そして適正な支払、その報酬、

やはりこれを確保していく必要があるのかなと思

うのですけれども、その点に関していかがでしょ

うか。 

○高齢者はつらつ支援課長 現場の業務量の問題で

すとか、委託費の関係というところは、課題とし

てある部分があります。ですので、そちらについ

ても、漏れのないように委託費の見直し等を含め、

やっていきたいというふうに考えております。 

○野沢てつや委員 是非お願いします。これは要望

です。 

  続きまして、１９ページです。生活保護の相談

窓口なのですが、ほかの委員の方からもちょっと

あったと思うのですけれども、２０２５年に東京

都カスタマーハラスメント防止条例なども作った

と思うのですけれども、この生活保護の方々、生

活保護法がありますし、本当に憲法で認められた

権利ですので、非常に重要だと思うのです。 

  こういった生活保護相談の窓口に来る方々に対

して、一方では、東京都、職員の方も守る必要が

あるということで、カスタマー防止、今、昨今世

間でも結構言われていますけれども、そこのとこ

ろとの整合性的なものというのは、どのように考

えられていますでしょうか。 

○足立福祉事務所長 確かに、相談する方、また受

給者の中には、かなり声を上げて威嚇的な形でお

話する方もいらっしゃいます。その場合について

は、録音については強制的に録音させていただく

ような形で取りたいと思っていますし、何か暴力

的なものがあればすぐに警察に相談するですとか、

警察を呼ぶですとか、そういった対応、また警察

ＯＢも会計年度職員として配置されておりますの

で、そういった方々も協力しながら対応していく

というような形で考えてございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  私もちょっと役所で窓口もやっていましたけれ

ども、正直にそんなに昨今の公務員の方々の中で、

行政職の方で、威圧的な態度を取る方というのは、

そんなにケース的にはないのかなと思うのです。 

  一方で、そういった生活保護に関しては、権利

意識の向上から訴えてくる方、窓口来る方が増え

ているということで、今回生活保護相談サイドの

方々からの意見に基づいて、協議会等を作ってい

ろいろ対応策を考えているというのは、これ自体

はすごく必要なことだと思うのです。 

  やはり職員の方々を守る、そういった対策も必

要だと思うのです。ですので、そういった双方の

妥協点みたいのをきちんと見いだしていただきた

いと思うのですけれども、その点に関して、見解

を教えていただけますでしょうか。 
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○足立福祉事務所長 野沢委員おっしゃるとおり、

職員の方、大分負担感も重いところがございます

ので、安心して業務が行えるような形で環境は整

えていきたいと考えております。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。是非お

願いします。 

  最後に、衛生部の民泊です。実地調査をやって

いただいて、本当によい取組だなと思うのです。 

  あと、私、本会議でも申し上げましたけれども、

マンションの一室旅館、インターネットで検索す

ると結構足立区にもあるのかなみたいなことを感

じているのです。今、旅館業法及び民泊条例改正

に向けて検討しているということなのですけれど

も、これに対して、どれぐらいの熱意を持って取

り組もうとしているかというところを教えていた

だけたらと思います。 

○生活衛生課長 こちらにつきましては、２３区他

区の状況もありますけれども、やはり区民から苦

情が増えているという現状があります。そういっ

たところも踏まえまして、足立区の中で実際に民

泊をやる場合には、適正な管理をしていただいて、

周りの区民と調和を取れた状態で経営をしていた

だきたいと、そういった思いで今後の改正内容に

ついては検討していきたいと思います。 

○野沢てつや委員 今、そういった適正ということ

をおっしゃっていましたけれども、現実問題とし

て、アパートとかマンションの隣の部屋が民泊と

か、旅館、ホテルだったら住みたくないのではな

いかと思うのです。ですので、本会議のときも言

いましたけれども、適正な対応とか条例とかでは

なくて、封じるぐらいの対応をすべきではないか

と思うのですけれども、その点について見解はい

かがでしょうか。 

○生活衛生課長 先ほども別の質問でお答えしたと

おり、まだ実際の改正、規制を強化する中身につ

いては、今現在検討しているところです。 

  他区、墨田区等でかなり厳しくというか、旅館

業である一定の条件の中では営業ができないとい

うようなところの改正を行っているという情報も

あります。繰り返しになりますけれども、その辺

りどの程度までその規制を強化することで、足立

区の民泊や旅館業の制度が適正な形で運営される

かというところは、慎重に検討していきたいと思

います。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  他区の動向を検討するのはすごくいいのですが、

墨田区ではできないから足立区でマンションで作

ろうとか、足立区のアパートで作ろうとかとなっ

てしまったら、本当に取り返しのつかないことに

なってしまいますので、その点に関して、十分強

度の高い条例改正等していただけますようお願い

申し上げます。これは要望です。 

○白石正輝委員長 他に質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、報告事項はこの程度で終了させてい

ただきます。 

 

           ◇            

 

○白石正輝委員長 次に、その他に入ります。 

  何か御質疑ございますか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

○白石正輝委員長 質疑なしと認めます。 

  本日の厚生委員会は以上で終了いたします。 

  ありがとうございました。 

午後１時０５分閉会 


